
 

 

 

 

「学校統合に伴う通学等に関する基本方針」の策定について 

 

「町田市新たな学校づくり推進計画」（以下、「推進計画」）に基づく、学校統合に伴い通学距

離・時間が延びる児童・生徒を対象に通学等の負担軽減を図ることを目的として、通学等負担

軽減策の検討に関する基本的な考え方及び第１期５地区と第２期１１地区の通学等負担軽減

策を示す「学校統合に伴う通学等に関する基本方針」（以下、「本方針」）を策定しましたので報

告します。 

 

１ 背景 

町田市では、児童・生徒数の減少と学校施設の老朽化問題に対応しながら、未来の子どもた

ちにより良い教育環境をつくるため、推進計画を策定し、学校統合を進めています。 

「新たな学校づくり基本計画」（以下、「基本計画」）を策定した第１期５地区については、 

２０２３年３月に通学等負担軽減策として路線バスを利用可能と結論付けています。 

２０３２年度までに基本計画の検討着手を予定している第２期１１地区については、一部の地

区において、路線バスが運行していない又は運行しているが直通便がないため乗り換えが必要

となる区域があります。 

 令和６年（２０２４年） 町田市議会 第１回定例会にて、「『町田市新たな学校づくり基本計画』

における通学環境改善のためのスクールバス導入を求める決議」が採択されたことを受け、都

市づくり部交通事業推進課がプロジェクトリーダーとなり、子ども生活部児童青少年課、学校教

育部新たな学校づくり推進課及び学務課をメンバーとして庁内横断的に検討を行いました。 

 

２ 通学等負担軽減策の検討に関する基本的な考え方 

本方針は、２０２４年１０月時点での児童・生徒分布を基にシミュレーションを行い、各地 

区の通学等負担軽減策を示しています。 

各地区での負担軽減策の実施の判断にあたっては、本方針を基に、児童・生徒分布や路線

バスの運行状況などを考慮して、各地区の新たな学校づくり基本計画検討会及び基本計画推

進協議会の中で検討した上で、町田市教育委員会が決定します（概要版参照）。 

 

３ スケジュール 

２０２６年 ３月  町田市ホームページ掲載 

５月  各地区の新たな学校づくり基本計画検討会及び基本計画推進協議会にて 

報告   

２ ０ ２ ６ 年 ３ 月 １ ８ ・ １ ９ 日 
行 政 報 告 資 料 
学校教育部新たな学校づくり推進課  

学 校 教 育 部 学 務 課 
子ども生活部児童青少年課 
都市づくり部交通事業推進課 



方針の基本的な考え方
本方針では、２０２４年１０月時点での児童・生徒分布を基に、以下の考え方に基づきシミュレーションを行い

各地区の通学等負担軽減策を示します。
なお、実施の判断にあたっては、学校統合時の対象通学者数や路線バスの運行状況などを考慮して、各地区の
基本計画検討会および新たな学校づくり基本計画推進協議会の中で議論した上で、町田市教育委員会が決
定します。また、決定した各地区における通学等負担軽減策については、あらかじめ検証項目及び時期を設定した
上で、各地区の実情等に応じて見直していきます。

通学等負担軽減の判定フロー
基本的な考え方を基に整理した下記の判定フローに沿って、第２期１１地区および第１期５地区の通学等負

担軽減策の検討対象地域の確認を行います。あわせて、２０２４年１０月時点での児童・生徒分布、路線バス
の運行状況から各地区における負担軽減策のシミュレーションを行います。

学校統合に伴う通学等に関する基本方針

（概 要 版）
◆方針策定の背景・目的

背景
・ 「町田市新たな学校づくり推進計画（２０２１年５月策定）」において、市立小中学校の「新たな通学区域」
「学校候補地」及び「新校舎使用開始目標年度」を定め、２０４０年度までに小中学校の通学区域の見直しを
進めています。
２０２５年４月には、 適正規模・適正配置と教育環境の整備を着実に推進していくため、推進計画の一部修
正を行っています。
・ 第１期５地区（本町田・鶴川東・鶴川西・南成瀬・南第一）については、２０２３年３月に策定した地区ご
との「新たな学校づくり基本計画」の中で「通学負担の軽減策」として路線バスの利用可否を検討し、路線バスが利
用可能と結論付けています。
・ 第２期１１地区において、路線バスが運行していない又は運行しているが直通便がないため乗り換えが必要
となる地域があり、新たな通学負担の軽減策について検討することが求められています。

検討の対象
・徒歩での通学距離が２ｋｍを超える児童・生徒
⇒通学時間がおおむね３０分程度を目安として、通学等ができるように配慮する。

検討の順序

①路線バスを最大限活用
路線バスの状況調査（通学時間、運行量、混雑状況、学校近くのバス待ち環境、
対象通学者数）を行い、利用可否を判定し路線バスを通学等に活用
②路線バスが利用できない場合
対象人数に応じた路線バス以外の交通手段（スクールタクシー、スクールバス）各地区に
おける実情、安全性、利便性、経済性、柔軟性及び実現性を総合的に勘案して検討

目的
本方針は、学校統合に伴う児童・生徒の通学等の負担軽減を図るため、実現性の高い軽減策の検討に関す

る基本的な考え方を示します。
また、２０３２年度までに基本計画の検討着手を予定している第２期１１地区および既に基本計画を策定し

ている第１期５地区について、本方針で整理した基本的な考え方を基に、２０２４年１０月時点での児童・生
徒分布、路線バスの運行状況から負担軽減策のシミュレーションを行い、各地区における負担軽減策を示します。
なお、第３期８地区については、推進計画において、基本計画の検討着手時期が具体的に決まった段階で検

討します。

◆方針の基本的な考え方および検討フロー

学童保育クラブの
登降所

・土曜日や長期休業日の登降所や最長19時までの開所時間を考慮
・自家用車による保護者の送迎のための駐車スペースを校内に確保
・小学校と同様に、路線バスが利用できない地区について、対象人数に応じた
路線バス以外の交通手段（スクールタクシー、スクールバス）を検討

学区外通学制度
の整備

・複数校から通学先を選択できる地域の設定や、通学距離を考慮して指定された学校より
近い近隣校への通学を可能とする制度の整備など、通学負担の軽減に繋がる学区外
通学制度を検討

自転車通学

・天候等による影響を受けやすく、恒常的な通学手段とすることは難しいことから、スクール
バス、スクールタクシー通学と併用して、中学生が選択できる交通手段として位置づけ
・自転車通学の許可については、「町田市立中学校自転車通学に関する基準」に基づき
各学校にて決定

受益者負担 ・現行の事例を踏まえ通学費補助金の自己負担額と同程度の負担

対象通学者数 路線バス以外の交通手段

おおむね３０人未満 スクールタクシー

おおむね３０人～５０人 スクールバス（マイクロバス）

おおむね５０人を超える スクールバス（大型バス） P.１



◆各地区における負担軽減策検討対象一覧

P.２

通学負担等軽減策が必要な地区、供用開始年度、学校位置等を着色

※１ ２０２５年度に本町田小学校と本町田東小学校が統合し、本町田ひなた小学校が開校。２０２８年度の新校舎への移転に合わせて町田第三小学校が統合 ※２ 鶴川第三小学校区の
学区の一部は鶴川第二小学校区と鶴川第四小学校区に分割統合 ※３ 南第四小学校の児童のみ仮校舎を使用 ※４ 新校舎建設期間中、小山田南小学校の児童は、小山田南小学校の校
地に建設する仮校舎を使用 ※５ 新校舎建設期間中、成瀬台中学校の生徒は、成瀬台中学校を使用し、２０３９年度に小中一体型校舎として整備される新校舎へ移転 ※６ 堺中学校の
生徒は2036年度から使用し、武蔵岡中学校の生徒は2037年度から使用開始



◆本方針の今後の進め方

推進計画に基づく第1期5地区及び第２期１１地区のスケジュールについては以下のとおりです。
今後の進め方については、各地区におけるスクールバス・スクールタクシーの利用状況や自転車通学の運用状況などを踏まえて、本方針の見直しを必要に応じて行います。

地 区 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038 2039 2040 2041

１

本町田東小学校、本町田小学校及び
町 田 第 三 小 学 校 の 統 合
（本町田ひなた小学校）

２
南第二小学校と南成瀬小学校の統合
（成瀬小学校）

３
鶴川第四小学校と鶴川第三小学校
の統合（鶴川中央小学校）

４
鶴川第二小学校と鶴川第三小学校
の統合（鶴川東小学校）

５ 南第一小学校の建替え

６ 南第三小学校と南第四小学校の統合

７ 小山田小学校と小山田南小学校の統合

８ 町田第六小学校と高ヶ坂小学校の統合

９ 町田第四小学校の建替え

１０ 山崎小学校と七国山小学校の統合

１１
成瀬台小学校と成瀬中央小学校の統合
成瀬台中学校の建替え

１２ 相原小学校と大戸小学校の統合

１３ 薬師中学校と金井中学校の統合

１４ 町田第三中学校と山崎中学校の統合

１５ 鶴川第二中学校と真光寺中学校の統合

１６ 堺中学校と武蔵岡中学校の統合

基本計画検討着手目標年度 新校舎使用開始目標年度 想定統合年度  校舎建設期間  リニューアル工事期間
P.３



◆通学等負担軽減策のシミュレーション結果一覧

別紙２

２０２４年１０月時点での児童・生徒分布、路線バスの運行状況から各地区における負担軽減策のシミュレーション結果は以下のとおりです。
シミュレーション結果については、基本計画検討会及び基本計画推進協議会の中で議論するための参考資料とします。

P.４

地 区 学校位置 通学期間

２０２４年１０月時点の通学等負担軽減策のシミュレーション結果

通学距離が２ｋｍを超える
児童・生徒数

路線バス通学
の可能性

スクールバス通学
の可能性

スクールタクシー
通学の可能性

学区外通学制度の
活用の可能性

自転車通学
の可能性

１

本町田東小学校、
本町田小学校及び
町田第三小学校

の統合
（本町田ひなた小学校）

仮校舎：（旧）本町田小学校 ２０２５～２０２７ 0人 ― ― ― ― ―

新校舎：（旧）本町田東小学校 ２０２８～

①滝の沢周辺の地域
１１０人程度

✕
（対象児童多）

○ ―
○

町田第四小学校
―

②都立町田高校周辺の地域
５０人程度

✕
（対象児童多）

○ ―
○

町田第一小学校
町田第五小学校

―

２
鶴川第四小学校と

鶴川第三小学校の統合
（鶴川中央小学校）

仮校舎：鶴川第三小学校 ２０２６～２０２８
真光寺中学校学区北部周辺の地域

７０人程度
○ ― ― ― ―

新校舎：鶴川第四小学校 ２０２９～ 0人 ― ― ― ― ―

３
鶴川第二小学校と

鶴川第三小学校の統合
（鶴川東小学校）

仮校舎：鶴川第三小学校 ２０２９～２０３２
能ヶ谷三丁目、五丁目周辺の地域

１５人程度
✕

（路線バスなし）
― ○

○
三輪小学校

―

仮校舎：鶴川第二小学校 ２０３３～ 0人 ― ― ― ― ―

４
小山田小学校と
小山田南小学校

の統合

仮校舎：小山田南小学校 ２０３０～２０３４ 0人 ― ― ― ― ―

新校舎：小山田南小学校 ２０３５～

①山中集会所周辺の地域
５人程度

✕
（平日運行のみ）

― ○ ―
―

②多摩丘陵リハビリテーション
病院周辺の地域
２０人程度

✕
（路線バスなし）

― ○
○

図師小学校
―

５
町田第六小学校と
高ヶ坂小学校
の統合

仮校舎：高ヶ坂小学校 ２０３１～２０３４
都立町田高校、南大谷周辺の地域

７０人程度
✕

（路線バスなし）
○ ―

○
町田第一小学校
町田第五小学校
南大谷小学校

―

新校舎：町田第六小学校 ２０３５～ 0人 ― ― ― ― ―

６
相原小学校と
大戸小学校の

統合

仮校舎：相原小学校
新校舎：相原小学校

２０３７～

大戸小学校学区の地域
１００人程度

✕
（対象児童多）

○ ― ― ―

相原坂下周辺から
久保ヶ谷戸トンネルにかけての地域

３５人程度

✕
（対象児童多）

〇 ― ― ―



◆通学等負担軽減策のシミュレーション結果一覧

別紙２

P.５

地 区 学校位置 通学期間

２０２４年１０月時点の通学等負担軽減策のシミュレーション結果

通学距離が２ｋｍを超える
児童・生徒数

路線バス通学
の可能性

スクールバス通学
の可能性

スクールタクシー
通学の可能性

学区外通学制度の
活用の可能性

自転車通学
の可能性

７
薬師中学校と
金井中学校の

統合

仮校舎：薬師中学校 ２０２８～２０３０
現在の金井中学校学区の

金井ヶ丘三～五丁目周辺の地域
３００人程度

✕
（対象生徒多）

○ ―
○

鶴川第二中学校
○

新校舎：金井中学校 ２０３１～
薬師ヶ丘自治会区域の一部の地域

３０人程度
✕

（路線バスなし）
― ○ ― ○

８
町田第三中学校と
山崎中学校の

統合
新校舎：（旧）本町田小学校

２０３３～

山崎中学校周辺から
鶴見川にかけての地域

85人程度

✕
（対象生徒多）

○ ― ― ○

都立町田高校、南大谷周辺地域
15人程度

〇 ― ― ― ―

２０３６～
忠生公園通り以北周辺にかけての地

域100人程度
✕

（対象生徒多）
○ ―

〇
忠生中学校

○

時期未定
薬師・金井統合新設中学校学区
における藤の台三丁目の地域

5人程度
〇 ― ― ― ―

９
鶴川第二中学校と
真光寺中学校の

統合

仮校舎：鶴川第二中学校
新校舎：鶴川第二中学校

2034～

真光寺中学校学区北部周辺の地域
６５人程度

〇 ― ― ― ―

三輪町・三輪緑山周辺の地域
２４５人程度

✕
（路線バスなし）

○ ― ― ○

１０
堺中学校と

武蔵岡中学校の
統合

仮校舎：堺中学校
新校舎：堺中学校

２０３７～

武蔵岡中学校学区の地域
１１０人程度

✕
（対象生徒多）

○ ― ― ○

小山ヶ丘小学校周辺から
小山白山公園にかけての地域

２００人程度

✕
（対象生徒多）

○ ― ― ○



 

 

学校統合に伴う通学等に関する基本方針 

～本編～ 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２６年３月 

町田市



2 

  



3 

目次 

第１章 学校統合に伴う通学等に関する基本方針の策定概要 -------------------------------------------- 5 

 方針策定の背景・目的 ------------------------------------------------------------------------ 5 

（１） 背景 ......................................................................................................... 5 

（２） 目的 ......................................................................................................... 5 

（３） 計画の位置づけ ............................................................................................. 5 

第２章 通学等負担軽減策の検討に関する基本的な考え方の整理 --------------------------------------- 6 

 通学等負担軽減策の検討に関する基本的な考え方 ----------------------------------------------- 6 

（１） 配慮する児童・生徒 ........................................................................................ 6 

（２） 公共交通機関（路線バス）の利用可否の検討 ........................................................ 6 

（３） 学区外通学制度等の活用 ................................................................................ 6 

（４） 各地区の公共交通機関（路線バス）以外の交通手段の検討 ........................................ 7 

（５） 学童保育クラブに通う児童の送迎 ......................................................................... 7 

（６） 自転車通学の取り扱い ..................................................................................... 7 

（７） 日本版ライドシェアの取り扱い .............................................................................. 7 

（８） 受益者負担の考え方 ...................................................................................... 7 

 各交通手段の特徴及び適用する際の留意点 ----------------------------------------------------- 9 

第３章 各地区における負担軽減策の対象となる地域 -------------------------------------------------- 11 

 第１期５地区 ------------------------------------------------------------------------------- 11 

（１） 旧本町田東小学校及び旧本町田小学校、町田第三小学校の統合（本町田ひなた小学校） ... 11 

① 統合概要・スケジュール ----------------------------------------------------------------- 11 

② 通学等負担軽減策対象地域 ----------------------------------------------------------- 12 

（２） 南第二小学校と南成瀬小学校の統合（成瀬小学校） .............................................. 13 

① 統合概要・スケジュール ----------------------------------------------------------------- 13 

② 通学等負担軽減策対象地域 ----------------------------------------------------------- 14 

（３） 鶴川第二小学校、鶴川第三小学校及び鶴川第四小学校の統合                      

（鶴川中央小学校、鶴川東小学校（仮称）（以下、鶴川東小学校）） .................................. 15 

① 統合概要・スケジュール ----------------------------------------------------------------- 15 

② 通学等負担軽減策対象地域（鶴川西地区・鶴川中央小学校） -------------------------- 18 

③ 通学等負担軽減策対象地域（鶴川東地区・鶴川東小学校） ----------------------------- 19 

（４） 南第一小学校の建替え ................................................................................... 20 

① 統合概要・スケジュール ----------------------------------------------------------------- 20 

②   通学等負担軽減策対象地域 ------------------------------------------------------------ 21 

 第２期１１地区 ----------------------------------------------------------------------------- 22 

（１） 南第三小学校と南第四小学校の統合 .................................................................. 22 

① 統合概要・スケジュール ----------------------------------------------------------------- 22 

② 通学等負担軽減策対象地域 ----------------------------------------------------------- 23 

（２） 小山田小学校と小山田南小学校の統合 ............................................................... 24 

① 統合概要・スケジュール ----------------------------------------------------------------- 24 

② 通学等負担軽減策対象地域 ----------------------------------------------------------- 25 

（３） 町田第六小学校と高ヶ坂小学校の統合 ................................................................ 26 



4 

① 統合概要・スケジュール ----------------------------------------------------------------- 26 

② 通学等負担軽減策対象地域 ----------------------------------------------------------- 27 

（４） 町田第四小学校の建替え ................................................................................ 28 

統合概要・スケジュール ------------------------------------------------------------------------ 28 

（５） 山崎小学校と七国山小学校の統合 ..................................................................... 29 

① 統合概要・スケジュール ----------------------------------------------------------------- 29 

② 通学等負担軽減策対象地域 ----------------------------------------------------------- 30 

（６） 成瀬台小学校と成瀬中央小学校の統合 ............................................................... 31 

① 統合概要・スケジュール ----------------------------------------------------------------- 31 

② 通学等負担軽減策対象地域 ----------------------------------------------------------- 32 

（７） 相原小学校と大戸小学校の統合 ........................................................................ 33 

① 統合概要・スケジュール ----------------------------------------------------------------- 33 

② 通学等負担軽減策対象地域 ----------------------------------------------------------- 34 

（８） 薬師中学校と金井中学校の統合 ........................................................................ 35 

① 統合概要・スケジュール ----------------------------------------------------------------- 35 

② 通学等負担軽減策対象地域 ----------------------------------------------------------- 36 

（９） 町田第三中学校と山崎中学校の統合 .................................................................. 37 

① 統合概要・スケジュール ----------------------------------------------------------------- 37 

② 通学等負担軽減策対象地域 ----------------------------------------------------------- 38 

（１０） 鶴川第二中学校と真光寺中学校の統合............................................................. 39 

① 統合概要・スケジュール ----------------------------------------------------------------- 39 

② 通学等負担軽減策対象地域 ----------------------------------------------------------- 40 

（１１） 堺中学校と武蔵岡中学校の統合 ..................................................................... 41 

① 統合概要・スケジュール ----------------------------------------------------------------- 41 

② 通学等負担軽減策対象地域 ----------------------------------------------------------- 42 

 各地区における負担軽減策検討対象一覧 ------------------------------------------------------ 43 

第４章 学校統合に伴う通学等に関する基本方針の今後の進め方 --------------------------------------- 44 

 第１期５地区及び第２期１１地区の統合スケジュール ------------------------------------------ 44 

 

 

  



5 

第１章 学校統合に伴う通学等に関する基本方針の策定概要 

 方針策定の背景・目的 

「町田市新たな学校づくり推進計画（２０２１年５月策定）」（以下、「推進計画」とする）では、適正規模・

適正配置を契機とした新たな学校づくりを推進するために、２０４０年度までに実現することを目指す「新たな通学

区域」「学校候補地」及び「新校舎使用開始目標年度」を定め、統合に伴う市立小中学校の通学区域を見直してい

ます。２０２５年４月には、 児童・生徒数の予想を上回る減少や学校施設整備費の高騰といった環境変化に対

応し、適正規模・適正配置と教育環境の整備を着実に推進していくため、統合内容の変更も含めた推進計画の一

部修正を行っています。 

通学区域の見直しによって、小中学校の登下校や学童保育クラブの登降所（以下、「通学等」とする）の時間が

長くなる（学校までの距離が遠くなる）児童・生徒がいることから、第１期５地区（本町田・鶴川東・鶴川西・南成

瀬・南第一）については、２０２３年３月に策定した地区ごとの「新たな学校づくり基本計画」（以下、「基本計画」

とする）において、「通学負担の軽減策」として路線バスの利用可否を検討し、路線バスが利用可能と結論付けました。 

しかしながら、第２期１１地区の一部の地区においては、路線バスが運行していない又は運行しているが直通便が

ないため乗り換えが必要となる地域があり、新たな負担軽減策について検討することが求められています。 

以上を踏まえ、学校統合に伴う通学等に関する基本方針（以下、「本方針」とする）を策定します。 

本方針は、学校統合に伴う児童・生徒の通学等の負担軽減を図るため、実現性の高い軽減策の検討に関する基

本的な考え方を示します。 

また、２０３２年度までに基本計画の検討着手を予定している第２期１１地区及び既に基本計画を策定して

いる第１期５地区については、本方針で整理した基本的な考え方を基に、２０２４年１０月時点での児童・生徒

分布、路線バスの運行状況から負担軽減策のシミュレーションを行い、各地区の軽減策を示します。 

なお、第３期８地区については、推進計画において、基本計画の検討着手時期が具体的に決まった段階で検討

を行います。 
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第２章 通学等負担軽減策の検討に関する基本的な考え方の整理 

  通学等負担軽減策の検討に関する基本的な考え方の整理にあたっては、交通事業者に対して実施した道路旅客

運送業の動向や、事業者へのヒアリング結果、推進計画における適正配置の基本的な考え方などを基に行いました。 

 通学等負担軽減策の検討に関する基本的な考え方 

推進計画において、通学時間の許容範囲をおおむね３０分程度、通学距離の許容範囲を徒歩でおおむね２ｋ

ｍ程度としていることから、本方針においても、通学等への配慮の対象とする児童・生徒は、学校統合によって徒歩で

の通学距離が２ｋｍを超える児童・生徒とします。 

対象となる児童・生徒の通学等の時間がおおむね３０分程度となるように配慮します。 

現状ある輸送資源を最大限活用し、公共交通機関（路線バス）を第一の通学等負担軽減策とします。公共交

通機関（路線バス）の以下の確認項目を基に状況調査を行い、路線バスの利用可否を判定します。 

 

状況調査・確認項目 確認の視点 

１ 通学時間 路線バスを利用しておおむね３０分程度で通学が可能かどうか 

２ 路線バスの運行量 
利用が想定される路線が、登下校及び登降所の時間帯に極端に運行量の

少ない路線でないかどうか 

３ 路線バスの混雑状況 児童・生徒が通学に利用できる混雑状況かどうか 

４ 学校近くのバス待ち環境 学校近くのバス停に児童が安全にバスを待てる環境があるかどうか 

５ 対象通学者数 
路線バスを利用する通学者数に対して、路線バスの運行量が見合っているか

どうか 

通学手段のみの検討でなく、複数校から通学先を選択できる地域の設定や、通学距離を考慮して指定された学

校より近い近隣校への通学を可能とする制度の整備など、通学負担の軽減に繋がる学区外通学制度を検討します。 
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公共交通機関（路線バス）の利用可否判定の結果、公共交通機関（路線バス）が利用できない地区について、

対象通学者数に応じて路線バス以外の交通手段の検討を行います。 

対象通学者数の目安は以下のとおりとし、導入にあたっては、運転士確保の課題など各交通手段を適用する際の

留意点を踏まえるとともに、各地区における実情、安全性、利便性、経済性、柔軟性及び実現性を総合的に勘案し

て検討を行います。 

対象通学者数 路線バス以外の交通手段 

おおむね３０人未満 スクールタクシー 

おおむね３０人～５０人 スクールバス（マイクロバス） 

おおむね５０人を超える スクールバス（大型バス） 

学童保育クラブについては、土曜日や長期休業日の登降所や最長 19 時までの開所時間を考慮するほか、自家

用車による送迎のための駐車スペースを学校内に確保するなど、より柔軟な対応ができるように学校などの関係者と調

整を進めます。また、小学校と同様、路線バスが利用できない地区については、対象人数に応じた公共交通機関

（路線バス）以外の交通手段（スクールタクシー、スクールバス）を検討します。 

自転車通学については、天候等による影響を受けやすく、恒常的な通学手段とすることは難しいことから、スクールバ

ス、スクールタクシー通学と併用して、中学生が通学等負担軽減策として選択できる交通手段とします。自転車通学

の許可については、「町田市立中学校自転車通学に関する基準」に基づき各学校にて決定します。 

日本版ライドシェア※については、２０２４年４月から大都市の一部で開始され、町田市内では２０２４年９月

から導入されていますが、運用時間やエリアが限定されていることなどから、現在のところ、通学等負担軽減の交通手段

としては検討対象外とします。今後も日本版ライドシェアに関する国等の動向を注視して、可能性について検討を続け

ます。 

スクールバス及びスクールタクシー利用における保護者の費用負担については、現行の事例を踏まえ通学費補助金

の自己負担額と同程度とします。 

 

以上の基本的な考え方を基に整理した次ページの判定フローに沿って、第２期１１地区及び第 1 期 5 地区の通

学等負担軽減策の検討対象地域の確認を行います。あわせて、２０２４年１０月時点での児童・生徒分布、路

線バスの運行状況から各地区における負担軽減策のシミュレーションを行います。 

なお、本方針で示した各地区における通学等負担軽減策の実施の判断や具体的な運用方法については、学校統

合時の児童・生徒分布や路線バスの運行状況などを考慮して、各地区の基本計画検討会及び基本計画推進協議

会の中で議論した上で、町田市教育委員会が決定します。 

また、決定した各地区における通学等負担軽減策については、あらかじめ検証項目及び時期を設定した上で、各

地区の実情等に応じて見直していきます。 

 

※日本版ライドシェア：道路運送法第 78 条第 3 号に基づいて創設された制度で、タクシー会社が実施主体となり、タクシ

ーが不足する地域、時期、時間帯において、地域の自家用車や一般ドライバーによって有償で運送サービスを提供すること。 
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図２－１－１－１ 判定フロー図 
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 各交通手段の特徴及び適用する際の留意点 

交通事業者へのヒアリングなどを基に、各交通手段の特徴及び適用する際の留意点を下記のとおり整理しました。                                                  

交通手段 方法 特徴 適用する際の留意点 

路線バス 
路線バスを利用して通学

する。 

・市内では１９９４年度から路線バスの通学費補助金制度を開始してお

り、現在の通学等負担軽減策として実施している基本的な通学方法。 

・スクールバスなどと比較して少ない予算で継続的な実施が可能。 

・対象通学者数に対して運行本数、ダイヤ、混雑状況などが通学等に適正か確認する必要がある。 

・乗降場所が歩車分離しているかなど安全性を確認する必要がある。 

・バス事業者は、２０２４年４月から改正が適用された「自動車運転者の労働時間等の改善のための基準」（厚生労働大臣告示）に

より運転士の労働時間の基準に対応するため、運転士不足がさらに深刻化しており路線廃止やダイヤの減便が余儀なくされている。そのた

め、通学等に合わせた増便の実現性は低く、通学等負担軽減策の導入前に改めて路線バスの利用可否の検証が必要になる。 

スクールバス 

（委託） 

事業者に委託してスクー

ルバスを運行し、通学者

を送迎する。 

・路線バスが利用できず、対象通学者数が多い場合に適した輸送方法。 

・対象通学者数の増減を反映して、車両サイズ・台数を調整することができ

る。 

・事業者に委託するため、運行の安全管理体制が確保できる。 

・路線バスと比べて柔軟に出発時間、集合場所を調整することができる。 

・路線バス通学費補助金やスクールタクシーの運行経費などと比較して高額で、継続的に財源確保が必要となる。 

・緊急かつ不規則な運行の対応や安全な乗車場所など事業者と協議する必要がある。 

・バス業界の運転士不足が深刻化しているため、運転士確保に向けた事業者との協議を計画的に進めていく必要がある。 

・保護者の費用負担について考え方を示す必要がある。 

スクールバス 

（直営） 

市で車両購入（又はリ

ース）・運転士採用を行

い、スクールバスを運行

し、通学者を送迎する。 

・路線バスが利用できず、対象通学者数が多い場合に適した輸送方法。 

・直営での運行のため、緊急かつ不規則な運行に対して柔軟に対応ができ

る。 

・スクールバスの空き時間での活用検討の余地がある。 

・路線バスと比べて柔軟に出発時間、集合場所を調整することができる。 

・路線バス通学費補助金やスクールタクシーの運行経費などと比較して高額で、継続的に財源確保必要となる。 

・運行に必要な車両、運転士、運行の安全管理体制などを市で確保する必要がある。 

・バス業界の運転士不足が深刻化しているため、運転士確保に向けた採用を計画的に進めていく必要がある。 

・対象通学者数の変動によって車両サイズを変更することが難しいため、車両購入（又はリース）の際は十分検討する必要がある。 

・保護者の費用負担について考え方を示す必要がある。 

スクール 

タクシー 

タクシー事業者に委託し

て乗り合いタクシーを運行

し、通学者を送迎する。 

・路線バスが利用できず、対象通学者数が少ない場合に適した輸送方

法。 

・タクシー事業者に委託するため、運行の安全管理体制が確保できる。 

・路線バス、スクールバスと比べて柔軟に出発時間、集合場所を調整する

ことができる。 

・路線バス通学費補助金と比較して高額で、継続的に財源を確保する必要となる。 

・緊急かつ不規則な運行に対して、タクシー事業者と協議する必要がある。 

・車両の配車台数にも限界があるため、対象通学者数に見合った運行を検討する必要がある。 

・保護者の費用負担について考え方を示す必要がある。 
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交通手段 方法 特徴 適用する際の留意点 

自転車 
通学者が所有する自転

車を利用して通学する。 

・路線バス、スクールバスなどの発車時間の制限がないため、通学者は自由

に通学ができる。 

・自転車の購入及びメンテナンス等の費用は発生するが、路線バス、スクー

ルバスと比べて対象通学者の経済負担が少ない。 

・道路の混雑状況に左右されないため、登校時間を把握しやすい。 

・天候による影響が大きく、雨の日は利用が困難となるため、雨天時の通学方法を検討する必要がある。 

・学校に対象通学者数に応じた駐輪スペースを確保する必要がある。 

日本版 

ライドシェア 

一般ドライバーを管理す

るタクシー事業者に委託

して乗り合いタクシーを運

行し、通学者を送迎す

る。 

・路線バスが利用できず、対象通学者数が少ない場合に適した輸送方

法。 

・タクシー事業者に委託するため、運行の安全管理体制が確保できる。 

・路線バス、スクールバスと比べて柔軟に出発時間、集合場所を調整する

ことができる。 

・路線バス通学費補助金と比較して高額で、継続的に財源を確保する必要となる。 

・車両の配車台数にも限界があるため、対象通学者数に見合った運行を検討する必要がある。 

・運行時間帯が、タクシー需要のピーク時間帯（現在は金・土曜日夕～早朝）のみの運行のため、通学手段として導入する場合、ライド

シェアに関する法改正の動向に合わせた運用を検討する必要がある。 

・保護者の費用負担について考え方を示す必要がある。 

民間・ 

ボランティア 

等の送迎バ

ス 

民間・ボランティアなどの

送迎バスを運行している

事業者が送迎バスを運

行し、通学者を送迎す

る。 

・対象通学者数や運行ルート、ダイヤなど送迎バスの運行条件に合う場合

に効率的な輸送方法。 

・路線バスと比べて柔軟に出発時間、集合場所を調整することができる。 

・本来の目的の輸送時間帯と通学等の時間帯が重なっているケースが多い。 

・事業者は運転士の高齢化により担い手不足の課題を抱えているため、通学等負担軽減策の導入検討時に運行条件等を確認する必要

がある。 

・保護者の費用負担について考え方を示す必要がある。 
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第３章 各地区における負担軽減策の対象となる地域 

  配慮する対象地域について、第 2 章 １（１）において学校統合によって徒歩での通学等の距離が２ｋｍを超

える児童・生徒としていることから、学校を中心とした半径 1.5ｋｍ（おおよそ通学距離が２ｋｍ）の円の外側を対

象地域の目安とします。 

 第１期５地区 

① 統合概要・スケジュール 

本町田地区では、２０２５年度に旧本町田東小学校と旧本町田小学校が統合し、本町田ひなた小学校が

開校したことにより、通学先が旧本町田小学校となりました。２０２８年度には、旧本町田東小学校の校地に建

設する新校舎の使用を開始し、町田第三小学校と統合します。 

 
（２０２５年度～２０２７年度）                         （２０２８年度以降） 

図３－１－１－１ 統合概要図 

表３－１－１－１ 統合・新校舎建設スケジュール 
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② 通学等負担軽減策対象地域 

（ア） 仮校舎 

本町田東小学校と本町田小学校の統合によって、仮校舎（旧・本町田小学校）からの直線距離 1.5ｋｍ

を超える地域があることを確認し、徒歩での通学距離を検証した結果、通学距離が２ｋｍを超える地域がない

ため、通学等負担軽減策の検討は行わず、安全に通学できるように定期的な通学路点検を行います。 

 

図３－１－１－２ 対象地域検討図 (仮校舎) 

（イ） 新校舎 

本町田ひなた小学校と町田第三小学校の統合によって、新校舎（旧・本町田東小学校）からの直線距離

1.5ｋｍを超える地域があることを確認し、徒歩での通学距離を検証した結果、通学距離が２ｋｍを超える地

域があることから通学等負担軽減策の検討を行います。 

※２０２４年１０月時点の児童分布からシミュレーションした通学等負担軽減策については、資料編を参照。 

 

図３－１－１－３ 対象地域検討図 (新校舎) 
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① 統合概要・スケジュール 

２０２５年度に南第二小学校と南成瀬小学校が統合し、成瀬小学校が開校したことにより通学先が旧南成

瀬小学校となりました。２０２８年度には、旧南第二小学校の校地に建設する新校舎の使用を開始します。 

 
図３－１－２－１ 統合概要図 

 

表３－１－２－１ 統合・新校舎建設スケジュール 

 

 

  



14 

② 通学等負担軽減策対象地域 

（ア） 仮校舎 

南第二小学校と南成瀬小学校の統合によって、仮校舎（旧・南成瀬小学校）からの直線距離 1.5ｋｍを

超える地域がないことを確認し、徒歩での通学距離を検証した結果、通学距離が２ｋｍを超える地域がない

ため、通学等負担軽減策の検討は行わず、安全に通学できるように定期的な通学路点検を行います。 

 

図３－１－２－２ 対象地域検討図 (仮校舎) 

（イ） 新校舎 

仮校舎（旧・南成瀬小学校）から新校舎（旧・南第二小学校）への移転によって、新校舎（旧・南第二

小学校）からの直線距離 1.5ｋｍを超える地域がないことを確認し、徒歩での通学距離を検証した結果、通学

距離が２ｋｍを超える地域がないため、通学等負担軽減策の検討は行わず、安全に通学できるように定期的

な通学路点検を行います。 

 
図３－１－２－３ 対象地域検討図 (新校舎) 
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① 統合概要・スケジュール 

【鶴川西地区】（鶴川中央小学校） 

鶴川西地区では、２０２６年度に鶴川第三小学校と鶴川第四小学校が統合し、鶴川中央小学校が開校

します。通学先は現在の鶴川第三小学校を仮校舎とします。その後、２０２９年度に現在の鶴川第四小学校

の校地に建設する新校舎の使用を開始します。 

 

図３－１－３－１ 統合概要図 （鶴川西地区） 
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【鶴川東地区】 （鶴川東小学校） 

鶴川東地区では、２０２９年度に鶴川第二小学校と鶴川中央小学校の学区の一部（現在の鶴川第三

小学校の学区のうち、鶴川一丁目、能ヶ谷一丁目、能ヶ谷二丁目、能ヶ谷七丁目、広袴町）が統合し、鶴川

東小学校が開校します。通学先は現在の鶴川第三小学校を仮校舎とします。その後、２０３３年度に、現在

の鶴川第二小学校の校地に建設する新校舎の使用を開始します。 

 

図３－１－３－２ 統合概要図 （鶴川東地区） 
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表３－１－３－１ 統合・新校舎建設スケジュール 
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② 通学等負担軽減策対象地域（鶴川西地区・鶴川中央小学校） 

（ア） 仮校舎 

鶴川第三小学校と鶴川第四小学校の統合によって、仮校舎（現・鶴川第三小学校）からの直線距離 1.5

ｋｍを超える地域があることを確認し、徒歩での通学距離を検証した結果、通学距離が２ｋｍを超える地域

があることから通学等負担軽減策の検討を行います。 

※２０２４年１０月時点の児童分布からシミュレーションした通学等負担軽減策については、資料編を参照。 

 

図３－１－３－３ 対象地域検討図 (仮校舎) 

（イ） 新校舎 

仮校舎（現・鶴川第三小学校）から新校舎（現・鶴川第四小学校）への移転によって、新校舎（現・鶴

川第四小学校）からの直線距離 1.5ｋｍを超える地域があることを確認し、徒歩での通学距離を検証した結

果、通学距離が２ｋｍを超える地域がないため、通学等負担軽減策の検討は行わず、安全に通学できるよう

に定期的な通学路点検を行います。 

 

    図３－１－３－４ 対象地域検討図 (新校舎) 
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③ 通学等負担軽減策対象地域（鶴川東地区・鶴川東小学校） 

（ア） 仮校舎 

鶴川第二小学校と鶴川中央小学校の学区の一部の統合によって、仮校舎（現・鶴川第三小学校）からの

直線距離 1.5ｋｍを超える地域があることを確認し、徒歩での通学距離を検証した結果、通学距離が２ｋｍ

を超える地域があることから通学等負担軽減策の検討を行います。 

※２０２４年１０月時点の児童分布からシミュレーションした通学等負担軽減策については、資料編を参照。 

 

図３－１－３－５ 対象地域検討図 (仮校舎) 

（イ） 新校舎 

仮校舎（現・鶴川第三小学校）から新校舎（現・鶴川第二小学校敷地）への移転によって、新校舎

（現・鶴川第二小学校敷地）からの直線距離 1.5ｋｍを超える地域がないことを確認し、徒歩での通学距離

を検証した結果、通学距離が２ｋｍを超える地域がないため、通学等負担軽減策の検討は行わず、安全に

通学できるように定期的な通学路点検を行います。 

 

図３－１－３－６ 対象地域検討図 (新校舎) 
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① 統合概要・スケジュール 

南第一小学校は、２０２７年度に工事を開始し、２０３０年度から新校舎を使用開始します。工事期間中

は、南中学校に建設する仮校舎に移転します。新校舎移転時には、現在の鶴間小学校学区の南町田三丁目、

南町田四丁目を南第一小学校の学区とします。 

 

図３－１－４－１ 統合概要図 

 

表３－１－４－１ 統合・新校舎建設スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



21 

②   通学等負担軽減策対象地域 

（ア） 仮校舎 

南第一小学校の新校舎建設に伴う仮校舎（現・南中学校）への移転によって、仮校舎（現・南中学校）

からの直線距離 1.5ｋｍを超える地域があることを確認し、徒歩での通学距離を検証した結果、通学距離が２

ｋｍを超える地域がないため、通学等負担軽減策の検討は行わず、安全に通学できるように定期的な通学路

点検を行います。 

 

図３－１－４－２ 対象地域検討図 (仮校舎) 

（イ） 新校舎 

仮校舎（現・南中学校）から新校舎（現・南第一小学校）への移転によって、新校舎（現・南第一小学

校）からの直線距離1.5ｋｍを超える地域がないことを確認し、徒歩での通学距離を検証した結果、通学距離

が２ｋｍを超える地域がないため、通学等負担軽減策の検討は行わず、安全に通学できるように定期的な通

学路点検を行います。 

 

図３－１－４－３ 対象地域検討図 (新校舎) 
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 第２期１１地区 

① 統合概要・スケジュール 

２０３０年度から２０３３年度までの４か年で、現在の南第四小学校の校地に新校舎を建設します。その

間、南第四小学校の児童は、南中学校の校庭に建設された仮校舎に通学します。２０３４年度に南第三小学

校と南第四小学校を統合し、新校舎の使用を開始します。 

２０３０年度の新校舎建設開始時には、現在の南第一小学校学区の金森三丁目を南第四小学校の学区

にします。２０３４年度の統合時には、現在の南第三小学校学区の原町田一丁目、二丁目を町田第二小学

校学区の学区、高ヶ坂七丁目を町田第六小学校・高ヶ坂小学校統合新設小学校学区に変更します。 

 

図３－２－１－１ 統合概要図 

 

表３－２－１－１ 統合・新校舎建設スケジュール 
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② 通学等負担軽減策対象地域 

（ア） 仮校舎 

南第四小学校の仮校舎（現・南中学校）への移転によって、仮校舎（現・南中学校）からの直線距離

1.5ｋｍを超える地域がないことを確認し、徒歩での通学距離を検証した結果、通学距離が２ｋｍを超える地

域がないため、通学等負担軽減策の検討は行わず、安全に通学できるように定期的な通学路点検を行います。 

 

図３－２－１－２ 対象地域検討図 （仮校舎） 

（イ） 新校舎 

南第四小学校と南第三小学校の統合によって、新校舎（現・南第四小学校）からの直線距離 1.5ｋｍを

超える地域があることを確認し、徒歩での通学距離を検証した結果、通学距離が２ｋｍを超える地域がないた

め、通学等負担軽減策の検討は行わず、安全に通学できるように定期的な通学路点検を行います。 

 

図３－２－１－３ 対象地域検討図 （新校舎） 
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① 統合概要・スケジュール 

２０３０年度から２０３４年度までの５か年で、現在の小山田南小学校の校地に新校舎を建設します。工

事期間中は、小山田南小学校の校庭に建設した仮校舎を使用します。２０３５年度に小山田小学校と小山田

南小学校を統合し新校舎の使用を開始します。 

２０３５年度の統合時には、現在の図師小学校学区の下小山田町（一部）と忠生小学区の下小山田町

を統合校の学区とします。 

 

図３－２－２－１ 統合概要図及び概略図 

 

表３－２－２－１ 統合・新校舎建設スケジュール 
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② 通学等負担軽減策対象地域 

（ア） 新校舎 

小山田小学校と小山田南小学校の統合によって、新校舎（現・小山田南小学校）からの直線距離 1.5ｋ

ｍを超える地域があることを確認し、徒歩での通学距離を検証した結果、通学距離が２ｋｍを超える地域が

あることから通学等負担軽減策の検討を行います。 

※２０２４年１０月時点の児童分布からシミュレーションした通学等負担軽減策については、資料編を参

照。 

 

図３－２－２－２ 対象地域検討図（新校舎） 
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① 統合概要・スケジュール 

２０３１年度に町田第六小学校と高ヶ坂小学校を統合し、通学先が現在の高ヶ坂小学校となります。 

２０３１年度から２０３４年度の４か年で、町田第六小学校の校地に新校舎を建設し、２０３５年度から新

校舎の使用を開始します。また統合に合わせて、以下のとおり学区を変更します。 

変更時期 変更地域 変更後の学区 

2028 年度 町田第三小学校学区の南大谷三丁目 町田第六小学校 

2031 年度 高ヶ坂小学校学区の高ヶ坂四丁目 南大谷小学校 

2034 年度 南第三小学校学区の高ヶ坂七丁目 

町田第六小・高ヶ坂小 

統合新設小学校 

2035 年度 

町田第一小学校学区の南大谷三丁目 

町田第二小学校学区の南大谷一丁目、及び高ヶ坂一～三丁目 

南大谷小学校学区の南大谷一、二、三、七丁目 

町田第六小・高ヶ坂小統合新設小学校学区の西成瀬一丁目 
成瀬台小・成瀬中央小 

統合新設小学校 

 

 

図３－２－３－１ 統合概要図 

表３－２－３－１ 統合・新校舎建設スケジュール 

 

  



27 

② 通学等負担軽減策対象地域 

（ア） 仮校舎 

町田第六小学校と高ヶ坂小学校の統合によって、仮校舎（現・高ヶ坂小学校）からの直線距離 1.5ｋｍを

超える地域があることを確認し、徒歩での通学距離を検証した結果、通学距離が 2ｋｍを超える地域があるこ

とから通学等負担軽減策の検討を行います。 

※２０２４年１０月時点の児童分布からシミュレーションした通学等負担軽減策については、資料編を参照。 

 
図３－２－３－２ 対象地域検討図(仮校舎) 

（イ） 新校舎 

仮校舎（現・高ヶ坂小学校）から新校舎（現・町田第六小学校）への移転によって、新校舎（現・町田

第六小学校）からの直線距離1.5ｋｍを超える地域がないことを確認し、徒歩での通学距離を検証した結果、

通学距離が２ｋｍを超える地域がないため、通学等負担軽減策の検討は行わず、安全に通学できるように定

期的な通学路点検を行います。 

 

図３－２－３－３ 対象地域検討図(新校舎) 
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統合概要・スケジュール 

町田第四小学校については、２０３２年度から２０３５年度の期間に建替工事を行い、２０３６年度から

新校舎の使用を開始します。工事期間中は校庭に建設する仮校舎を使用します。町田第四小学校学区について

は、学区再編のみで学校統合は行わないため、通学等負担軽減策の検討は行わず、安全に通学できるように定

期的な通学路点検を行います。 

 

表３－２－４－１ 統合・新校舎建設スケジュール 
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① 統合概要・スケジュール 

２０３３年度から２０３４年度の２か年で、現在の山崎中学校校舎のリニューアル工事を行います。 

２０３５年度に山崎小学校と七国山小学校を統合し、改修後の校舎の使用を開始します。 

 

 
図３－２－５－１ 統合概要図 

 

表３－２－５－１ 統合・新校舎建設スケジュール 
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② 通学等負担軽減策対象地域 

（ア） 新校舎 

山崎小学校と七国山小学校の統合によって、新校舎（現・山崎中学校）からの直線距離 1.5ｋｍを超え

る地域がないことを確認し、徒歩での通学距離を検証した結果、通学距離が２ｋｍを超える地域がないため、

通学等負担軽減策の検討は行わず、安全に通学できるように定期的な通学路点検を行います。 

 

図３－２－５－２ 対象地域検討図（新校舎） 
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① 統合概要・スケジュール 

２０３５年度に成瀬台小学校と成瀬中央小学校を統合し、通学先が現在の成瀬中央小学校となります。 

２０３５年度から２０３８年度までの４か年で、現在の成瀬台小学校と成瀬台中学校の校地に統合校を小

中一体型校舎として整備し、２０３９年度から新校舎の使用を開始します。２０３９年度の新校舎移転時に

は、現在の南大谷小学校学区の西成瀬一～三丁目を統合校の学区とします。 

 

図３－２－６－１ 統合概要図 

 

表３－２－６－１ 統合・新校舎建設スケジュール 
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② 通学等負担軽減策対象地域 

（ア） 仮校舎 

成瀬台小学校と成瀬中央小学校の統合によって、仮校舎（現・成瀬中央小学校）からの直線距離 1.5ｋ

ｍを超える地域があることを確認し、徒歩での通学距離を検証した結果、通学距離が２ｋｍを超える地域が

ないため、通学等負担軽減策の検討は行わず、安全に通学できるように定期的な通学路点検を行います。 

 

図３－２－６－２ 対象地域検討図 (仮校舎) 

（イ） 新校舎 

仮校舎（現・成瀬中央小学校）から新校舎（現・成瀬台小学校、現・成瀬台中学校）への移転によって、

新校舎（現・成瀬台小学校、現・成瀬台中学校）からの直線距離 1.5ｋｍを超える地域がないことを確認し、

徒歩での通学距離を検証した結果、通学距離が２ｋｍを超える地域がないため、通学等負担軽減策の検討

は行わず、安全に通学できるように定期的な通学路点検を行います。 

 
図３－２－６－３ 対象地域検討図 (新校舎) 
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① 統合概要・スケジュール 

２０３７年度に相原小学校と大戸小学校を統合し、通学先が現在の相原小学校となります。２０３７年度

から２０４０年度の４か年で、相原小学校の校地に新校舎を建設し、２０４１年度から新校舎の使用を開始

します。 

 

図３－２－７－１ 統合概要図 

 

表３－２－７－１ 統合・新校舎建設スケジュール 
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② 通学等負担軽減策対象地域 

（ア） 仮校舎及び新校舎 

相原小学校と大戸小学校の統合によって、仮校舎及び新校舎（現・相原小学校）からの直線距離 1.5ｋ

ｍを超える地域があることを確認し、徒歩での通学距離を検証した結果、通学距離が２ｋｍを超える地域が

あることから通学等負担軽減策の検討を行います。 

※２０２４年１０月時点の児童分布からシミュレーションした通学等負担軽減策については、資料編を参照。 

 

図３－２－７－２ 対象地域検討図 (仮校舎及び新校舎) 
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① 統合概要・スケジュール 

２０２８年度に薬師中学校と金井中学校が統合し、通学先が現在の薬師中学校となります。２０２８年度

から２０３０年度までの３か年で、現在の金井中学校の校舎のリニューアル工事を行い、２０３１年度から改修

後の校舎の使用を開始します。 

 

図３－２－８－１ 統合概要図 

 

表３－２－８－１ 統合・新校舎建設スケジュール  
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② 通学等負担軽減策対象地域 

（ア） 仮校舎 

薬師中学校と金井中学校の統合によって、仮校舎（現・薬師中学校）からの直線距離 1.5ｋｍを超える地

域があることを確認し、徒歩での通学距離を検証した結果、通学距離が２ｋｍを超える地域があることから通学

等負担軽減策の検討を行います。 

※２０２４年１０月時点の生徒分布からシミュレーションした通学等負担軽減策については、資料編を参照。 

 

図３－２－８－２ 対象地域検討図 (仮校舎) 

（イ） 新校舎 

仮校舎（現・薬師中学校）から新校舎（現・金井中学校）への移転によって、新校舎（現・金井中学校）

からの直線距離 1.5ｋｍを超える地域があることを確認し、徒歩での通学距離を検証した結果、通学距離が２

ｋｍを超える地域があることから通学等負担軽減策の検討を行います。 

※２０２４年１０月時点の生徒分布からシミュレーションした通学等負担軽減策については、資料編を参照。 

 

図３－２－８－３ 対象地域検討図 (新校舎) 
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① 統合概要・スケジュール 

２０２８年度から２０３２年度の５か年で、旧本町田小学校の校地に新校舎を建設します。２０３３年

度に町田第三中学校と山崎中学校を統合し、新校舎の使用を開始します。 

 

図３－２－９－１ 統合概要図 

 

表３－２－９－１ 統合・新校舎建設スケジュール 
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② 通学等負担軽減策対象地域 

（ア） 新校舎 

町田第三中学校と山崎中学校の統合によって、新校舎（旧・本町田小学校跡地）からの直線距離 1.5ｋ

ｍを超える地域があることを確認し、徒歩での通学距離を検証した結果、通学距離が２ｋｍを超える地域が

あることから、通学等負担軽減策の検討を行います。 

※２０２４年１０月時点の生徒分布からシミュレーションした通学等負担軽減策については、資料編を参照。 

 

     図３－２－９－２ 対象地域検討図 (新校舎) 
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① 統合概要・スケジュール 

２０３４年度に鶴川第二中学校と真光寺中学校が統合し、通学先が現在の鶴川第二中学校となります。 

２０３４年度から２０３７年度の 4 か年で、現在の鶴川第三小学校及び鶴川第二中学校の校地に新校舎

を建設します。２０３８年度から新校舎の使用を開始します。 

 

図３－２－１０－１ 統合概要図 

 

表３－２－１０－１ 統合・新校舎建設スケジュール 
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② 通学等負担軽減策対象地域 

（ア） 仮校舎及び新校舎 

鶴川第二中学校と真光寺中学校の統合によって、仮校舎及び新校舎（現・鶴川第二中学校）からの直線

距離 1.5ｋｍを超える地域があることを確認し、徒歩での通学距離を検証した結果、通学距離が２ｋｍを超

える地域があることから通学等負担軽減策の検討を行います。 

※２０２４年１０月時点の生徒分布からシミュレーションした通学等負担軽減策については、資料編を参照。 

 

図３－２－１０－２ 対象地域検討図 (新校舎) 

  



41 

① 統合概要・スケジュール 

２０３７年度に堺中学校と武蔵岡中学校を統合し、通学先が現在の堺中学校となります。２０３６年度か

ら２０３９年度の４か年で、堺中学校の校地に新校舎を建設し、２０４０年度から新校舎の使用を開始しま

す。 

 

図３－２－１１－１ 統合概要図 

 

表３－２－１１－１ 統合・新校舎建設スケジュール 
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② 通学等負担軽減策対象地域 

（ア） 仮校舎及び新校舎 

堺中学校と武蔵岡中学校の統合によって、仮校舎及び新校舎（現・堺中学校）からの直線距離 1.5ｋｍを

超える地域があることを確認し、徒歩での通学距離を検証した結果、通学距離が２ｋｍを超える地域があること

から通学等負担軽減策の検討を行います。 

※２０２４年１０月時点の生徒分布からシミュレーションした通学等負担軽減策については、資料編を参照。 

 

図３－２－１１－２ 対象地域検討図 (新校舎) 
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 各地区における負担軽減策検討対象一覧 

  地 区 統合年度 
仮校舎 

使用開始年度 

新校舎 

供用開始年度 

学校位置 

（新：新校舎、仮：仮校舎） 
仮校舎 新校舎 

１ 
本町田東小学校、本町田小学校及び 

町田第三小学校の統合（本町田ひなた小学校） 

２０２５ 

２０２８※１
 

２０２５ ２０２８ 
仮：（旧）本町田小学校 

通学距離が２ｋｍを超える地域なし 通学距離が２ｋｍを超える地域あり 
新：（旧）本町田東小学校 

２ 
南第二小学校と南成瀬小学校の統合 

（成瀬小学校） 
２０２５ ２０２５ ２０２８ 

仮：（旧）南成瀬小学校 
通学距離が２ｋｍを超える地域なし 通学距離が２ｋｍを超える地域なし 

新：（旧）南第二小学校 

３ 
鶴川第四小学校と鶴川第三小学校※２の統合 

（鶴川中央小学校） 
２０２６ ２０２６ ２０２９ 

仮：鶴川第三小学校 
通学距離が２ｋｍを超える地域あり 通学距離が２ｋｍを超える地域なし 

新：鶴川第四小学校 

４ 
鶴川第二小学校と鶴川第三小学校※２の統合 

（鶴川東小学校） 
２０２９ ２０２９ ２０３３ 

仮：鶴川第三小学校 

通学距離が２ｋｍを超える地域あり 通学距離が２ｋｍを超える地域なし 

新：鶴川第二小学校 

５ 南第一小学校の建替え － ２０２７ ２０３０ 
仮：南中学校 

通学距離が２ｋｍを超える地域なし 通学距離が２ｋｍを超える地域なし 
新：南第一小学校 

６ 南第三小学校と南第四小学校の統合 ２０３４ ２０３０
※３

 ２０３４ 
仮：南中学校 

通学距離が２ｋｍを超える地域なし 通学距離が２ｋｍを超える地域なし 
新：南第四小学校 

７ 小山田小学校と小山田南小学校の統合 ２０３５ ２０３０
※４

 ２０３５ 
仮：小山田南小学校 

通学距離が２ｋｍを超える地域なし 通学距離が２ｋｍを超える地域あり 
新：小山田南小学校 

８ 町田第六小学校と高ヶ坂小学校の統合 ２０３１ ２０３１ ２０３５ 
仮：高ヶ坂小学校 

通学距離が２ｋｍを超える地域あり 通学距離が２ｋｍを超える地域なし 
新：町田第六小学校 

９ 町田第四小学校の建替え － － ２０３６ 新：町田第四小学校 － － 

１０ 山崎小学校と七国山小学校の統合 ２０３５ － ２０３５ 新：山崎中学校 － 通学距離が２ｋｍを超える地域なし 

１１ 
成瀬台小学校と成瀬中央小学校の統合 

成瀬台中学校の建替え※５
 

２０３５ ２０３５ ２０３９ 
仮：成瀬中央小学校 

通学距離が２ｋｍを超える地域なし 通学距離が２ｋｍを超える地域なし 
新：成瀬台小学校・中学校 

１２ 相原小学校と大戸小学校の統合 ２０３７ ２０３７ ２０４１ 仮・新：相原小学校 通学距離が２ｋｍを超える地域あり 通学距離が２ｋｍを超える地域あり 

１３ 薬師中学校と金井中学校の統合 ２０２８ ２０２８ ２０３１ 
仮：薬師中学校 

通学距離が２ｋｍを超える地域あり 通学距離が２ｋｍを超える地域あり 
新：金井中学校 

１４ 町田第三中学校と山崎中学校の統合 ２０３３ － ２０３３ 新：（旧）本町田小学校 － 通学距離が２ｋｍを超える地域あり 

１５ 鶴川第二中学校と真光寺中学校の統合 ２０３４ ２０３４ ２０３８ 仮・新：鶴川第二中学校 通学距離が２ｋｍを超える地域あり 通学距離が２ｋｍを超える地域あり 

１６ 堺中学校と武蔵岡中学校の統合 ２０３７ ２０３６※６
 ２０４０ 仮・新：堺中学校 通学距離が２ｋｍを超える地域あり 通学距離が２ｋｍを超える地域あり 

※１ ２０２５年度に本町田小学校と本町田東小学校が統合し、本町田ひなた小学校が開校。２０２８年度の新校舎への移転に合わせて町田第三小学校が統合 ※２ 鶴川第三小学校区の学区の一部は鶴川第二小学校区と鶴川第四小学校区に 

分割統合 ※３ 南第四小学校の児童のみ仮校舎を使用 ※４ 新校舎建設期間中、小山田南小学校の児童は、小山田南小学校の校地に建設する仮校舎を使用 ※５ 新校舎建設期間中、成瀬台中学校の生徒は、成瀬台中学校を使用し、 

２０３９年度に小中一体型校舎として整備される新校舎へ移転 ※６ 堺中学校の生徒は 2036 年度から使用し、武蔵岡中学校の生徒は 2037 年度から使用開始 

通学負担等軽減策が必要な地区、供用開始年度、学校位置等を着色 
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第４章 学校統合に伴う通学等に関する基本方針の今後の進め方 

 第１期５地区及び第２期１１地区の統合スケジュール 

推進計画に基づく第 1 期 5 地区及び第２期１１地区のスケジュールについては以下のとおりです。 

今後の進め方については、各地区におけるスクールバス・スクールタクシーの利用状況や自転車通学の運用状況などを踏まえて、本方針の見直しを必要に応じて行います。 
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第１章 通学等負担軽減策のシミュレーション 

１ 第１期５地区における通学等負担軽減策 

 

（ア） 新校舎 

２０２４年１０月時点の児童分布で対象児童数を算出した結果、①滝の沢周辺及び②都立町田高校

周辺の地域において、学校統合によって徒歩での通学距離が２ｋｍを超える児童が約１６０人程度いることを

確認したため、通学等負担軽減策のシミュレーションを行います。 

 

図１－１－１－１ 対象地域検討図(新校舎) 

【路線バス判定】 ✕（対象児童多） 

①滝の沢周辺及び②都立町田高校周辺の地域について、路線バスの利用可否判定を行った結果、旧本

町田東小学校に位置する新校舎まで路線バス（浄水所前～今井谷戸、体育館前～本町田、養運寺～

藤の台団地）が運行していることは確認できたが、対象児童が多いことから、路線バス利用にあわせて路線バ

ス以外の通学等負担軽減策を検討します。 

表１－１－１－１ 公共交通機関（路線バス）の状況調査・ 確認項目と確認結果 

 

確認の視点 確認結果

1 通学時間 児童の居住地から学校まで、路線バスを利用して概ね30分程度で通学が可能かどうか 通学可能

2 路線バスの運行量 利用が想定される路線が、登下校の時間帯に極端に運行量の少ない路線でないかどうか 利用可能

3 路線バスの混雑状況 児童が通学に利用できる混雑状況かどうか 利用可能

4 学校近くのバス待ち環境 学校近くのバス停に児童が安全にバスを待てる環境があるかどうか 環境がある

5 対象通学者数 路線バスを利用する通学者数に対して、路線バスの運行量が見合っているかどうか 見合っていない

状況調査・確認項目
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ア 学区外通学制度の活用 

①滝の沢周辺、及び②都立町田高校周辺の地域については、対象児童が多く、全ての児童が路線バスを

利用して新校舎に行くことは困難であることから、本町田ひなた小学校以外に町田第一小学校、町田第四小

学校、町田第五小学校を通学先として希望できる学区外通学制度を活用することで、通学等の負担軽減を

図ります。対象は、２０２７年度以降の新入学生とします。 

 

イ 学区外通学制度の活用状況に応じた路線バス以外の交通手段の運行 

学区外通学制度の活用状況を踏まえても路線バスの利用が難しい場合は、路線バス以外の交通手段を

検討します。運行形態については、学区外通学制度および路線バスを活用する児童数に応じて、スクールバス、

スクールタクシーを検討し、最も効率的かつ効果的な交通手段を導入します。 

なお、２０２４年１０月時点の児童分布から１６０人程度の利用を想定した場合、スクールバス（大

型）通学が効率的かつ効果的な交通手段と考えられます。 

 

図１－１－１－２ 通学等負担軽減策図 
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（ア） 仮校舎 

２０２４年１０月時点の児童分布で対象児童数を算出した結果、真光寺中学校学区北部周辺の地域

において、学校統合によって徒歩での通学距離が２ｋｍを超える児童が７０人程度いることを確認したため、通

学等負担軽減策のシミュレーションを行います。 

 

図１－１－２－１ 対象地域検討図(仮校舎) 
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【路線バス判定】 〇 

真光寺中学校学区北部周辺の地域について、路線バスの利用可否判定を行った結果、旧鶴川第三

小学校に位置する新校舎まで路線バス（真光寺公園～平和台、入谷戸～消防署前、鶴川団地～鶴

川二丁目・平和台入口）を利用できると確認したため、路線バスを活用して通学等の負担軽減を図ります。 

 

表１－１－２－１ 公共交通機関（路線バス）の状況調査・ 確認項目と確認結果 

 

 

図１－１－２－２ 通学等負担軽減策図 

  

確認の視点 確認結果

1 通学時間 児童の居住地から学校まで、路線バスを利用して概ね30分程度で通学が可能かどうか 通学可能

2 路線バスの運行量 利用が想定される路線が、登下校の時間帯に極端に運行量の少ない路線でないかどうか 利用可能

3 路線バスの混雑状況 児童が通学に利用できる混雑状況かどうか 利用可能

4 学校近くのバス待ち環境 学校近くのバス停に児童が安全にバスを待てる環境があるかどうか 環境がある

5 対象通学者数 路線バスを利用する通学者数に対して、路線バスの運行量が見合っているかどうか 見合っている

状況調査・確認項目
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（ア） 仮校舎 

２０２４年１０月時点の児童分布から対象児童数を算出した結果、能ヶ谷三丁目、五丁目周辺の地域

において、学校統合によって徒歩での通学距離が２ｋｍを超える児童が１５人程度いることを確認したため、通

学等負担軽減策のシミュレーションを行います。 

 

図１－１－３－１ 対象地域検討図(仮校舎) 

 

【路線バス判定】 ✕（路線バスなし） 

能ヶ谷三丁目、五丁目周辺の地域について、路線バスの利用可否判定を行った結果、現在の鶴川第

三小学校に位置する統合校（仮校舎）までの路線バスがなく、路線バスを利用して統合校（仮校舎）に

行くことは困難であることから、路線バス以外の通学等負担軽減策を検討します。 

 

表１－１－３－１ 公共交通機関（路線バス）の状況調査・ 確認項目と確認結果 

 

 

 

 

確認の視点 確認結果

1 通学時間 児童の居住地から学校まで、路線バスを利用して概ね30分程度で通学が可能かどうか 通学不可

2 路線バスの運行量 利用が想定される路線が、登下校の時間帯に極端に運行量の少ない路線でないかどうか ー

3 路線バスの混雑状況 児童が通学に利用できる混雑状況かどうか ー

4 学校近くのバス待ち環境 学校近くのバス停に児童が安全にバスを待てる環境があるかどうか ー

5 対象通学者数 路線バスを利用する通学者数に対して、路線バスの運行量が見合っているかどうか ー

状況調査・確認項目
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ア 学区外通学制度の活用 

能ヶ谷三丁目、五丁目周辺の地域については、路線バスを利用して統合校（仮校舎）に通学すること

は困難であることから、時限的に統合校以外の三輪小学校への通学を希望できる学区外通学制度を活用

することで、通学等の負担軽減を図ります。   

学区外通学制度が活用できる期間は、統合の２年前の２０２７年度入学から新校舎移転の前年度

の２０３２年度入学までとします。 

 

イ 路線バス以外の交通手段の運行 

能ヶ谷三丁目、五丁目周辺の地域から統合校（仮校舎）に通学する児童のために、新たな交通手段

の導入を検討します。 

なお、２０２４年１０月時点の児童分布から１５人程度の利用が想定されるため、スクールタクシー

通学が効率的かつ効果的な交通手段と考えられます。 

 

 

図１－１－３－２ 通学等負担軽減策図  
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２ 第２期１１地区における通学等負担軽減策 

 

（ア） 新校舎 

 ２０２４年１０月時点の児童分布で対象児童数を算出した結果、山中集会所周辺および多摩丘陵リハビ

リテーション病院周辺の地域において、学校統合によって徒歩での通学距離が２ｋｍを超える児童が２５人程

度いることを確認したため、通学等負担軽減策のシミュレーションを行います。 

 

図１－２－１－１ 対象地域検討図 
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① 山中集会所周辺の地域（対象児童数５人程度）

【路線バス判定】 ✕（平日運行のみ） 

山中集会所周辺の地域について、路線バスの利用可否判定を行った結果、現在の小山田南小学校に

位置する統合校（新校舎）までの路線バス（山中集会所～小山田桜台）を利用できると確認したため、

路線バスを活用して通学等の負担軽減を図ります。しかし、本路線は土曜日の運行がないことから、土曜

日の学童保育クラブの登降所に配慮して、あわせて路線バス以外の通学等負担軽減策を検討します。 

 

表１－２－１－１ 公共交通機関（路線バス）の状況調査・ 確認項目と確認結果 

 

 

② 多摩丘陵リハビリテーション病院周辺の地域（対象児童数２０人程度）

【路線バス判定】 ✕（路線バスなし） 

多摩丘陵リハビリテーション病院周辺の地域について、路線バスの利用可否判定を行った結果、統合校

（新校舎）までの路線バスがなく、路線バスを利用して統合校（新校舎）に行くことは困難であることか

ら、路線バス以外の通学等負担軽減策を検討します。 

 

表１－２－１－２ 公共交通機関（路線バス）の状況調査・ 確認項目と確認結果 

 

 

ア 学区外通学制度の活用 

多摩丘陵リハビリテーション病院周辺地域については、現在も図師小学校まで路線バスを利用して学区

外通学をしている児童がいることから、学校統合後、図師小学校への通学を希望できる学区外通学制度を

活用することで、通学等の負担軽減を図ります。 

 

イ 路線バス以外の交通手段の運行 

多摩丘陵リハビリテーション病院周辺地域から統合校（新校舎）に通学する児童のために、新たな交通

手段の導入を検討します。 

なお、２０２４年１０月時点の児童分布から２５人程度の利用を想定した場合、スクールタクシー通

学が効率的かつ効果的な交通手段と考えられます。 

確認の視点 確認結果

1 通学時間 児童の居住地から学校まで、路線バスを利用して概ね30分程度で通学が可能かどうか 通学可能

2 路線バスの運行量 利用が想定される路線が、登下校の時間帯に極端に運行量の少ない路線でないかどうか
平日のみ利用可能

（土曜運行なし）

3 路線バスの混雑状況 児童が通学に利用できる混雑状況かどうか 利用可能

4 学校近くのバス待ち環境 学校近くのバス停に児童が安全にバスを待てる環境があるかどうか 環境がある

5 対象通学者数 路線バスを利用する通学者数に対して、路線バスの運行量が見合っているかどうか 見合っている

状況調査・確認項目

確認の視点 確認結果

1 通学時間 児童の居住地から学校まで、路線バスを利用して概ね30分程度で通学が可能かどうか 通学不可

2 路線バスの運行量 利用が想定される路線が、登下校の時間帯に極端に運行量の少ない路線でないかどうか ー

3 路線バスの混雑状況 児童が通学に利用できる混雑状況かどうか ー

4 学校近くのバス待ち環境 学校近くのバス停に児童が安全にバスを待てる環境があるかどうか ー

5 対象通学者数 路線バスを利用する通学者数に対して、路線バスの運行量が見合っているかどうか ー

状況調査・確認項目
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図１－２－１－２ 通学等負担軽減策図 
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（ア） 仮校舎 

２０２４年１０月時点の児童分布で対象児童数を算出した結果、現在の町田第六小学校学区の本町

田及び南大谷三丁目と町田第三小学校学区の南大谷三丁目周辺の地域において、学校統合によって徒歩で

の通学距離が２ｋｍを超える児童が７０人程度いることを確認したため、通学等負担軽減策のシミュレーション

を行います。 

 

図１－２－２－１ 対象地域検討図(仮校舎) 

 

【路線バス判定】 ✕（路線バスなし） 

現在の町田第六小学校学区の本町田及び南大谷三丁目と町田第三小学校学区の南大谷三丁目

周辺の地域について、路線バスの利用可否判定を行った結果、現在の高ヶ坂小学校に位置する統合校

（仮校舎）までの路線バスがなく、路線バスを利用して統合校（仮校舎）に行くことは困難であることから、

路線バス以外の通学等負担軽減策を検討します。 

 

表１－２－２－１ 公共交通機関（路線バス）の状況調査・ 確認項目と確認結果 

 

  

確認の視点 確認結果

1 通学時間 児童の居住地から学校まで、路線バスを利用して概ね30分程度で通学が可能かどうか 通学不可

2 路線バスの運行量 利用が想定される路線が、登下校の時間帯に極端に運行量の少ない路線でないかどうか ー

3 路線バスの混雑状況 児童が通学に利用できる混雑状況かどうか ー

4 学校近くのバス待ち環境 学校近くのバス停に児童が安全にバスを待てる環境があるかどうか ー

5 対象通学者数 路線バスを利用する通学者数に対して、路線バスの運行量が見合っているかどうか ー

状況調査・確認項目
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ア 学区外通学制度の活用 

現在の町田第六小学校学区の本町田及び南大谷三丁目と町田第三小学校学区の南大谷三丁目

周辺の地域については、路線バスを利用して統合校（仮校舎）に行くことは困難であることから、時限的に

統合校以外の町田第一小学校、町田第五小学校、南大谷小学校への通学を希望できる学区外通学制

度を活用することで、通学等の負担軽減を図ります。   

学区外通学制度が活用できる期間は、統合の２年前の２０２９年度入学から新校舎移転の前年度

の２０３４年度入学までとします。 

 

イ 学区外通学制度の活用状況に応じた路線バス以外の交通手段の運行 

現在の町田第六小学校学区の本町田及び南大谷三丁目と町田第三小学校学区の南大谷三丁目

周辺の地域から、統合校（仮校舎）に通学する児童のために、新たな交通手段の導入を検討します。運

行形態については、学区外通学制度を活用する児童数に応じてスクールバス、スクールタクシーを検討し、

最も効率的かつ効果的な交通手段を導入します。 

なお、２０２４年１０月時点の児童分布から７０人程度の利用を想定した場合、スクールバス（大

型）通学が効率的かつ効果的な交通手段と考えられます。 

 

 

図１－２－２－２ 通学等負担軽減策図 
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（ア） 仮校舎及び新校舎 

２０２４年１０月時点の児童分布で対象児童数を算出した結果、大戸小学校学区の地域および相原坂

下周辺から久保ヶ谷戸トンネルにかけての地域において、学校統合によって徒歩での通学距離が２ｋｍを超える

児童が１３５人程度いることを確認したため、通学等負担軽減策のシミュレーションを行います。 

 

図１－２－３－１ 対象地域検討図(仮校舎及び新校舎) 

 

① 大戸小学校学区の地域（対象児童数１００人程度）

【路線バス判定】 ✕（対象児童多） 

大戸小学校学区の地域については、路線バスの利用可否判定を行った結果、現在の相原小学校に位

置する統合校（仮校舎及び新校舎）まで路線バス（上大戸～相原小学校前）が運行していることは確

認できたが、運行量が少ないことや対象児童が多いことから、路線バス利用にあわせて路線バス以外の通学

等負担軽減策を検討します。 

 

表１－２－３－１ 公共交通機関（路線バス）の状況調査・ 確認項目と確認結果 

 

 

ア 路線バス以外の交通手段の運行 

大戸小学校学区の地域から統合校（仮校舎及び新校舎）に通学する児童のために、新たな交通手

段の導入を検討します。 

なお、２０２４年１０月時点の児童分布から１００人程度の利用を想定した場合、スクールバス

（大型）通学が効率的かつ効果的な交通手段と考えられます。また、堺中学校と武蔵岡中学校の統合

についても同様に通学に関する課題があることから小中学校共同のスクールバス（大型）の運行の可能性

も検討する必要があります。 

  

確認の視点 確認結果

1 通学時間 児童の居住地から学校まで、路線バスを利用して概ね30分程度で通学が可能かどうか 通学可能

2 路線バスの運行量 利用が想定される路線が、登下校の時間帯に極端に運行量の少ない路線でないかどうか 利用不可

3 路線バスの混雑状況 児童が通学に利用できる混雑状況かどうか ー

4 学校近くのバス待ち環境 学校近くのバス停に児童が安全にバスを待てる環境があるかどうか ー

5 対象通学者数 路線バスを利用する通学者数に対して、路線バスの運行量が見合っているかどうか 見合っていない

状況調査・確認項目
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② 相原坂下周辺から久保ヶ谷戸トンネルにかけての地域（対象児童数３５人程度）

【路線バス判定】 ✕（対象児童多） 

相原坂下周辺から久保ヶ谷戸トンネルにかけての地域について、路線バスの利用可否判定を行った結果、

統合校（仮校舎及び新校舎）まで路線バス（久保ヶ谷戸～相原小学校前）が運行していることを確認

できたが、対象児童が多いことから、路線バス利用にあわせて路線バス以外の通学等負担軽減策を検討し

ます。 

 

表１－２－３－２ 公共交通機関（路線バス）の状況調査・ 確認項目と確認結果 

 

 

ア 路線バス以外の交通手段の運行 

相原坂下周辺から久保ヶ谷戸トンネルにかけての地域から統合校（仮校舎及び新校舎）に通学する

児童のために、新たな交通手段の導入を検討します。 

なお、２０２４年１０月時点の児童分布から３５人程度の利用を想定した場合、スクールバス（大

型）通学が効率的かつ効果的な交通手段と考えられます。また、堺中学校と武蔵岡中学校の統合につい

ても同様に通学に関する課題があることから小中学校共同のスクールバス（大型）の運行の可能性も検討

する必要があります。 

 

図１－２－３－２ 通学等負担軽減策図  

確認の視点 確認結果

1 通学時間 児童の居住地から学校まで、路線バスを利用して概ね30分程度で通学が可能かどうか 通学可能

2 路線バスの運行量 利用が想定される路線が、登下校の時間帯に極端に運行量の少ない路線でないかどうか 利用可能

3 路線バスの混雑状況 児童が通学に利用できる混雑状況かどうか 利用可能

4 学校近くのバス待ち環境 学校近くのバス停に児童が安全にバスを待てる環境があるかどうか 環境がある

5 対象通学者数 路線バスを利用する通学者数に対して、路線バスの運行量が見合っているかどうか 見合っていない

状況調査・確認項目
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（ア） 仮校舎 

２０２４年４月１日時点の生徒分布で対象生徒数を算出した結果、現在の金井中学校学区の金井ヶ丘

三～五丁目周辺の地域において、学校統合によって徒歩での通学距離が２ｋｍを超える生徒が約３００人

程度いることを確認したため、通学等負担軽減策のシミュレーションを行います。 

 

図１－２－４－１ 対象地域検討図(仮校舎) 

【路線バス判定】 ✕（対象生徒多） 

現在の金井中学校学区の金井ヶ丘三～五丁目周辺の地域については、路線バスの利用可否判定を

行った結果、現在の薬師中学校に位置する統合校（仮校舎）まで路線バス（金井～藤の台東）が運

行していることは確認できたが、対象生徒が多いことから、路線バス利用にあわせて路線バス以外の通学等

負担軽減策を検討します。 

 

表１－２－４－１ 公共交通機関（路線バス）の状況調査・ 確認項目と確認結果 

 

 

 

 

確認の視点 確認結果

1 通学時間 生徒の居住地から学校まで、路線バスを利用して概ね30分程度で通学が可能かどうか 通学可能

2 路線バスの運行量 利用が想定される路線が、登下校の時間帯に極端に運行量の少ない路線でないかどうか 利用可能

3 路線バスの混雑状況 生徒が通学に利用できる混雑状況かどうか 利用可能

4 学校近くのバス待ち環境 学校近くのバス停に生徒が安全にバスを待てる環境があるかどうか 環境がある

5 対象通学者数 路線バスを利用する通学者数に対して、路線バスの運行量が見合っているかどうか 見合っていない

状況調査・確認項目
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ア 学区外通学制度の活用 

金井中学校学区のうち大蔵小学校の学区である地域について、時限的に統合校以外の鶴川第二中学

校を通学校として希望できる学区外通学制度を活用することで、通学等の負担軽減を図ります。 

学区外通学制度を活用できる期間は、統合の２年前の２０２６年度入学から新校舎移転の前年度

の２０３０年度入学までとします。 

 

イ 路線バス以外の交通手段の運行 

現在の金井中学校学区の金井ヶ丘三～五丁目周辺の地域から統合校（仮校舎）に通学する生徒の

ために、新たな交通手段の導入を検討します。運行形態については、学区外通学制度を活用する生徒数

に応じてスクールバス、スクールタクシーを検討し、最も効率的かつ効果的な交通手段を導入します。 

なお、２０２４年１０月時点の生徒分布から３００人の利用を想定した場合、スクールバス（大型）

通学が効率的かつ効果的な交通手段と考えられます。 

 

ウ 自転車通学の許可に向けた調整 

現在の金井中学校学区の金井ヶ丘三～五丁目周辺の地域については、対象生徒が多いことから、学

区外通学制度の活用および路線バス以外の交通手段の運行と併用して、自転車通学に関する基準に基

づき学校長が自転車通学を許可するためのルール作りに向けた調整を学校及び関係機関と進めます。 

なお、当該地域から自転車通学ができる期間は、仮校舎へ通学する期間のみとします。 

 

図１－１－４－２ 通学等負担軽減策図 
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（イ） 新校舎 

２０２４年４月１日時点の生徒分布で対象生徒数を算出した結果、薬師ヶ丘自治会区域の一部（現

在の薬師中学校学区の野津田町の一部）の地域において、学校統合によって徒歩での通学距離が、２ｋｍ

を超える生徒が３０人程度いることを確認したため、通学等負担軽減策のシミュレーションを行います。 

 

図１－２－４－３ 対象地域検討図(新校舎) 

【路線バス判定】 ✕（路線バスなし） 

薬師ヶ丘自治会区域の一部（現在の薬師中学校学区の野津田町の一部）の地域については、路線

バスの利用可否判定を行った結果、現在の金井中学校に位置する統合校（新校舎）までの路線バスが

なく、路線バスを利用して統合校（新校舎）に行くことは困難であることから、路線バス以外の通学等負担

軽減策を検討します。 

 

表１－２－４－２ 公共交通機関（路線バス）の状況調査・ 確認項目と確認結果 

 

  

確認の視点 確認結果

1 通学時間 生徒の居住地から学校まで、路線バスを利用して概ね30分程度で通学が可能かどうか 通学不可

2 路線バスの運行量 利用が想定される路線が、登下校の時間帯に極端に運行量の少ない路線でないかどうか ー

3 路線バスの混雑状況 生徒が通学に利用できる混雑状況かどうか ー

4 学校近くのバス待ち環境 学校近くのバス停に生徒が安全にバスを待てる環境があるかどうか ー

5 対象通学者数 路線バスを利用する通学者数に対して、路線バスの運行量が見合っているかどうか ー

状況調査・確認項目
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ア 路線バス以外の交通手段の運行 

薬師ヶ丘自治会区域の一部（現在の薬師中学校学区の野津田町の一部）の地域から統合校（新

校舎）に通学する生徒のために、新たな交通手段の導入を検討します。 

なお、２０２４年１０月時点の生徒分布から３０人程度の利用を想定した場合、スクールタクシー通

学が効率的かつ効果的な交通手段と考えられます。 

 

イ 自転車通学の許可に向けた調整 

薬師ヶ丘自治会区域の一部（現在の薬師中学校学区の野津田町の一部）の地域については、路線

バス以外の交通手段の運行と併用して、自転車通学に関する基準に基づき学校長が自転車通学を許可

するためのルール作りに向けた調整を学校及び関係機関と進めます。 

 

図１－２－４－４ 通学等負担軽減策図 
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（ア） 新校舎 

２０２４年１０月時点の生徒分布で対象生徒数を算出した結果、山崎中学校から鶴見川周辺にかけて

の地域（現在の山崎中学校学区の山崎町の一部）及び都立町田高校・南大谷周辺の地域、忠生公園通り

以北周辺にかけての地域、薬師・金井統合新設中学校学区における藤の台三丁目の地域において、学校統合

によって徒歩での通学距離が、２ｋｍを超える生徒が２０５人程度いることを確認したため、通学等負担軽減

策の検討を行います。 

 

図１－２－５－１ 対象地域検討図(新校舎) 
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① 山崎中学校から鶴見川周辺にかけての地域（対象生徒数８５人程度）

【路線バス判定】 ✕（対象生徒多） 

山崎中学校から鶴見川周辺にかけての地域について、路線バスの利用可否判定を行った結果、旧本町

田小学校に位置する統合校（新校舎）まで路線バス（神学校～滝の沢）が運行していることは確認で

きたが、対象生徒が多いことから、路線バス利用にあわせて路線バス以外の通学等負担軽減策を検討しま

す。

 

表１－２－５－１ 公共交通機関（路線バス）の状況調査・ 確認項目と確認結果 

 

 

ア 路線バス以外の交通手段の運行 

山崎中学校から鶴見川周辺にかけての地域から統合校（新校舎）に通学する生徒のために、新た

な交通手段の導入を検討します。 

なお、２０２４年１０月時点の生徒分布から８５人程度の利用を想定した場合、スクールバス

（大型）通学が効率的かつ効果的な交通手段と考えられます。 

 

イ 自転車通学の許可に向けた調整 

山崎中学校から鶴見川周辺にかけての地域については、対象生徒が多いことから、路線バス以外の交

通手段の運行と併用して、自転車通学に関する基準に基づき学校長が自転車通学を許可するためのル

ール作りに向けた調整を学校及び関係機関と進めます。 

 

② 都立町田高校・南大谷周辺の地域（対象生徒数１５人程度）

【路線バス判定】 〇 

都立町田高校・南大谷周辺の地域については、路線バスの利用可否判定を行った結果、統合校（新

校舎）まで路線バス（体育館前～ひなた村）が利用できると確認したため、路線バスを活用して通学等の

負担軽減を図ります。 

 

表１－２－５－２ 公共交通機関（路線バス）の状況調査・ 確認項目と確認結果 

 

確認の視点 確認結果

1 通学時間 生徒の居住地から学校まで、路線バスを利用して概ね30分程度で通学が可能かどうか 通学可能

2 路線バスの運行量 利用が想定される路線が、登下校の時間帯に極端に運行量の少ない路線でないかどうか 利用可能

3 路線バスの混雑状況 生徒が通学に利用できる混雑状況かどうか 利用可能

4 学校近くのバス待ち環境 学校近くのバス停に生徒が安全にバスを待てる環境があるかどうか 環境がある

5 対象通学者数 路線バスを利用する通学者数に対して、路線バスの運行量が見合っているかどうか 見合っていない

状況調査・確認項目

確認の視点 確認結果

1 通学時間 生徒の居住地から学校まで、路線バスを利用して概ね30分程度で通学が可能かどうか 通学可能

2 路線バスの運行量 利用が想定される路線が、登下校の時間帯に極端に運行量の少ない路線でないかどうか 利用可能

3 路線バスの混雑状況 生徒が通学に利用できる混雑状況かどうか 利用可能

4 学校近くのバス待ち環境 学校近くのバス停に生徒が安全にバスを待てる環境があるかどうか 環境がある

5 対象通学者数 路線バスを利用する通学者数に対して、路線バスの運行量が見合っているかどうか 見合っている

状況調査・確認項目
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③ 忠生公園通り以北周辺にかけての地域（対象生徒数１００人程度）

【路線バス判定】 ✕（対象生徒多） 

忠生公園通り以北周辺にかけての地域について、路線バスの利用可否判定を行った結果、統合校

（新校舎）まで路線バス（上宿～滝の沢）が運行していることは確認できたが、対象生徒が多いことか

ら、路線バスにあわせて路線バス以外の通学等負担軽減策を検討します。 

 

表１－２－５－３ 公共交通機関（路線バス）の状況調査・ 確認項目と確認結果 

 

 

ア 学区外通学制度の活用 

現在の山崎中学校学区のうち山崎小学校の学区である地域について、統合校以外の忠生中学校を

通学校として希望できる学区外通学制度を活用することで、通学等の負担軽減を図ります。 

 

イ 路線バス以外の交通手段の運行 

忠生公園通り以北周辺にかけての地域から統合校（新校舎）に通学する生徒のために、新たな交

通手段の導入を検討します。 

なお、２０２４年１０月時点の生徒分布から１００人程度の利用を想定した場合、スクールバス

（大型）通学が効率的かつ効果的な交通手段と考えられます。 

 

ウ 自転車通学の許可に向けた調整 

忠生公園通り以北周辺にかけての地域については、対象生徒が多いことから、路線バス以外の交通手

段の運行と併用して、自転車通学に関する基準に基づき学校長が自転車通学を許可するためのルール

作りに向けた調整を学校及び関係機関と進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確認の視点 確認結果

1 通学時間 生徒の居住地から学校まで、路線バスを利用して概ね30分程度で通学が可能かどうか 通学可能

2 路線バスの運行量 利用が想定される路線が、登下校の時間帯に極端に運行量の少ない路線でないかどうか 利用可能

3 路線バスの混雑状況 生徒が通学に利用できる混雑状況かどうか 利用可能

4 学校近くのバス待ち環境 学校近くのバス停に生徒が安全にバスを待てる環境があるかどうか 環境がある

5 対象通学者数 路線バスを利用する通学者数に対して、路線バスの運行量が見合っているかどうか 見合っていない

状況調査・確認項目
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④ 薬師・金井統合新設中学校学区における藤の台三丁目の地域（対象生徒数 5 人程度）

【路線バス判定】 〇 

薬師・金井統合新設中学校学区における藤の台三丁目の地域について、路線バスの利用可否判定

を行った結果、統合校（新校舎）まで路線バス（今井谷戸～原田向）が利用できると確認したため、

路線バスを活用して通学等の負担軽減を図ります。 

 

表１－２－５－４ 公共交通機関（路線バス）の状況調査・ 確認項目と確認結果 

 

  

図１－２－５－２ 通学等負担軽減策図  

確認の視点 確認結果

1 通学時間 生徒の居住地から学校まで、路線バスを利用して概ね30分程度で通学が可能かどうか 通学可能

2 路線バスの運行量 利用が想定される路線が、登下校の時間帯に極端に運行量の少ない路線でないかどうか 利用可能

3 路線バスの混雑状況 生徒が通学に利用できる混雑状況かどうか 利用可能

4 学校近くのバス待ち環境 学校近くのバス停に生徒が安全にバスを待てる環境があるかどうか 環境がある

5 対象通学者数 路線バスを利用する通学者数に対して、路線バスの運行量が見合っているかどうか 見合っている

状況調査・確認項目
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（ア） 仮校舎および新校舎 

 ２０２４年１０月時点の生徒分布で対象生徒数を算出した結果、真光寺中学校学区北部周辺および三

輪町、三輪緑山周辺の地域において、学校統合によって徒歩での通学距離が２ｋｍを超える生徒が３１０人

程度いることを確認したため、通学等負担軽減策のシミュレーションを行います。 

 

図１－２－６－１ 対象地域検討図(仮校舎および新校舎) 
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① 真光寺中学校学区北部周辺の地域（対象生徒数６５人程度） 

【路線バス判定】 〇 

真光寺中学校学区北部周辺の地域について、路線バスの利用可否判定を行った結果、現在の鶴川第

二中学校に位置する統合校（新校舎）まで路線バス（真光寺公園～平和台、入谷戸～消防署前、

鶴川団地～鶴川二丁目・平和台入口）を利用できると確認したため、路線バスを活用して通学等の負担

軽減を図ります。 

 

表１－２－６－１ 公共交通機関（路線バス）の状況調査・ 確認項目と確認結果 

 

 

② 三輪町、三輪緑山周辺の地域（対象生徒数２４５人程度） 

【路線バス判定】 ✕（路線バスなし） 

三輪町、三輪緑山周辺の地域について、現在も路線バスを利用して通学する生徒がいるが、路線バスの

利用可否判定を行った結果、統合校（新校舎）までの路線バスがなく、路線バスを利用して統合校（新

校舎）に行くことは困難であることから、路線バス以外の通学等負担軽減策を検討します。 

 

表１－２－６－２ 公共交通機関（路線バス）の状況調査・ 確認項目と確認結果 

 

 

ア 路線バス以外の交通手段の運行 

三輪町、三輪緑山周辺の地域から統合校（新校舎）に通学する生徒のために、新たな交通手段の導

入を検討します。 

なお、２０２４年１０月時点の生徒分布から２４５人程度の利用を想定した場合、スクールバス

（大型）通学が効率的かつ効果的な交通手段と考えられます。 

 

イ 自転車通学の許可に向けた調整 

三輪町、三輪緑山周辺の地域については、対象生徒が多いことから、路線バス以外の交通手段の運行

と併用して、自転車通学に関する基準に基づき学校長が自転車通学を許可するためのルール作りに向けた

調整を学校及び関係機関と進めます。 

確認の視点 確認結果

1 通学時間 生徒の居住地から学校まで、路線バスを利用して概ね30分程度で通学が可能かどうか 通学可能

2 路線バスの運行量 利用が想定される路線が、登下校の時間帯に極端に運行量の少ない路線でないかどうか 利用可能

3 路線バスの混雑状況 生徒が通学に利用できる混雑状況かどうか 利用可能

4 学校近くのバス待ち環境 学校近くのバス停に生徒が安全にバスを待てる環境があるかどうか 環境がある

5 対象通学者数 路線バスを利用する通学者数に対して、路線バスの運行量が見合っているかどうか 見合っている

状況調査・確認項目

確認の視点 確認結果

1 通学時間 生徒の居住地から学校まで、路線バスを利用して概ね30分程度で通学が可能かどうか 通学不可

2 路線バスの運行量 利用が想定される路線が、登下校の時間帯に極端に運行量の少ない路線でないかどうか ー

3 路線バスの混雑状況 生徒が通学に利用できる混雑状況かどうか ー

4 学校近くのバス待ち環境 学校近くのバス停に生徒が安全にバスを待てる環境があるかどうか ー

5 対象通学者数 路線バスを利用する通学者数に対して、路線バスの運行量が見合っているかどうか ー

状況調査・確認項目
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図１－２－６－２ 通学等負担軽減策図 
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（ア） 仮校舎及び新校舎 

２０２４年１０月時点の生徒分布で対象生徒数を算出した結果、武蔵岡中学校学区の地域および小山

ヶ丘小学校周辺から小山白山公園にかけての地域において、学校統合によって徒歩での通学距離が２ｋｍを

超える生徒が３１０人程度いることを確認したため、通学等負担軽減策のシミュレーションを行います。 

 
図１－２－７－１ 対象地域検討図(仮校舎及び新校舎) 

 

① 武蔵岡中学校学区の地域（対象生徒数１１０人程度） 

【路線バス判定】 ✕（対象生徒多） 

武蔵岡中学校学区の地域について、路線バスの利用可否判定を行った結果、現在の堺中学校に位置

する統合校（仮校舎及び新校舎）まで路線バス（上大戸～堺中学校前）が運行していることは確認で

きたが、運行量が少ないことや対象生徒が多いことから、路線バス利用にあわせて路線バス以外の通学等

負担軽減策を検討します。 

 

表１－２－７－１ 公共交通機関（路線バス）の状況調査・ 確認項目と確認結果 

 

  

確認の視点 確認結果

1 通学時間 生徒の居住地から学校まで、路線バスを利用して概ね30分程度で通学が可能かどうか 通学可能

2 路線バスの運行量 利用が想定される路線が、登下校の時間帯に極端に運行量の少ない路線でないかどうか 利用不可

3 路線バスの混雑状況 生徒が通学に利用できる混雑状況かどうか ー

4 学校近くのバス待ち環境 学校近くのバス停に生徒が安全にバスを待てる環境があるかどうか ー

5 対象通学者数 路線バスを利用する通学者数に対して、路線バスの運行量が見合っているかどうか 見合っていない

状況調査・確認項目
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ア 路線バス以外の交通手段の運行 

武蔵岡中学校学区の地域から統合校（仮校舎及び新校舎）に通学する生徒のために、新たな交通

手段の導入を検討します。 

なお、２０２４年１０月時点の生徒分布から１１０人程度の生徒の利用が想定されるため、スクール

バス（大型）の運行が効率的かつ効果的と考えられます。また、相原小学校と大戸小学校の統合におい

ても同様に通学に関する課題があることから小中学校共同のスクールバスの運行の可能性も検討する必要

があります。 

 

イ 自転車通学の許可に向けた調整 

武蔵岡中学校学区の地域については、対象生徒が多いことから、路線バス以外の交通手段の運行と併

用して、自転車通学に関する基準に基づき学校長が自転車通学を許可するためのルール作りに向けた調

整を学校及び関係機関と進めます。 

     

① 小山ヶ丘小学校周辺から小山白山公園にかけての地域（対象生徒数２００人程度） 

【路線バス判定】 ✕（対象生徒多） 

小山ヶ丘小学校周辺から小山白山公園にかけての地域について、路線バスの利用可否判定を行った結

果、統合校（仮校舎及び新校舎）まで路線バス（久保ヶ谷戸～堺中学校前）が運行していることは確

認できたが、運行量が少ないことや対象生徒が多いことから、路線バス利用にあわせて路線バス以外の通学

等負担軽減策を検討します。 

 

表１－２－７－２ 公共交通機関（路線バス）の状況調査・ 確認項目と確認結果 

 

 

ア 路線バス以外の交通手段の運行 

小山ヶ丘小学校周辺から小山白山公園にかけての地域から統合校（仮校舎及び新校舎）に通学す

る生徒のために、新たな交通手段の導入を検討します。 

なお、２０２４年１０月時点の生徒分布から２００人程度の生徒の利用が想定されるため、スクール

バス（大型）の運行が効率的かつ効果的と考えられます。また、相原小学校と大戸小学校の統合におい

ても同様に通学に関する課題があることから小中学校共同のスクールバス（大型）の運行についても検討

する必要があります。 

 

イ 自転車通学の許可に向けた調整 

小山ヶ丘小学校周辺から小山白山公園にかけての地域については、対象生徒が多いことから、路線バス

以外の交通手段の運行と併用して、自転車通学に関する基準に基づき学校長が自転車通学を許可する

ためのルール作りに向けた調整を学校及び関係機関と進めます。 

確認の視点 確認結果

1 通学時間 生徒の居住地から学校まで、路線バスを利用して概ね30分程度で通学が可能かどうか 通学可能

2 路線バスの運行量 利用が想定される路線が、登下校の時間帯に極端に運行量の少ない路線でないかどうか 利用不可

3 路線バスの混雑状況 生徒が通学に利用できる混雑状況かどうか ー

4 学校近くのバス待ち環境 学校近くのバス停に生徒が安全にバスを待てる環境があるかどうか ー

5 対象通学者数 路線バスを利用する通学者数に対して、路線バスの運行量が見合っているかどうか 見合っていない

状況調査・確認項目
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図１－２－７－２ 通学等負担軽減策図 
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３ 通学等負担軽減策シミュレーション結果 

 

 

 地 区 学校位置 通学期間 

２０２４年１０月時点の通学等負担軽減策のシミュレーション結果 

通学距離が２ｋｍを超える 

児童・生徒数 
路線バス通学 

の可能性 
スクールバス通学 

の可能性 
スクールタクシー 
通学の可能性 

学区外通学制度の 
活用の可能性 

自転車通学 

の可能性 

１ 

本町田東小学校、 

本町田小学校及び 

町田第三小学校 

の統合 

（本町田ひなた小学校） 

仮校舎：（旧）本町田小学校 ２０２５～２０２７ 0人 ― ― ― ― ― 

新校舎：（旧）本町田東小学

校 
２０２８～ 

①滝の沢周辺の地域 
１１０人程度 

✕ 
（対象児童多） 

○ ― 
○ 

町田第四小学校 
― 

②都立町田高校周辺の地域 
５０人程度 

✕ 
（対象児童多） 

○ ― 
○ 

町田第一小学校 
町田第五小学校 

― 

２ 
鶴川第四小学校と 

鶴川第三小学校の統合 

（鶴川中央小学校） 

仮校舎：鶴川第三小学校 ２０２６～２０２８ 
真光寺中学校学区北部周辺の地域 

７０人程度 
○ ― ― ― ― 

新校舎：鶴川第四小学校 ２０２９～ 0人 ― ― ― ― ― 

３ 
鶴川第二小学校と 

鶴川第三小学校の統合 

（鶴川東小学校） 

仮校舎：鶴川第三小学校 ２０２９～２０３２ 
能ヶ谷三丁目、五丁目周辺の地域 

１５人程度 
✕ 

（路線バスなし） 
― ○ 

○ 
三輪小学校 

― 

仮校舎：鶴川第二小学校 ２０３３～ 0人 ― ― ― ― ― 

４ 
小山田小学校と 

小山田南小学校 

の統合 

仮校舎：小山田南小学校 ２０３０～２０３４ 0人 ― ― ― ― ― 

新校舎：小山田南小学校 ２０３５～ 

①山中集会所周辺の地域 
５人程度 

✕ 
（平日運行のみ） 

― ○ ― ― 

②多摩丘陵リハビリテーション 

病院周辺の地域 
２０人程度 

✕ 
（路線バスなし） 

― ○ 
○ 

図師小学校 
― 

５ 
町田第六小学校と 

高ヶ坂小学校 

の統合 

仮校舎：高ヶ坂小学校 ２０３１～２０３４ 
都立町田高校、南大谷周辺の地域 

７０人程度 
✕ 

（路線バスなし） 
○ ― 

○ 
町田第一小学校 
町田第五小学校 
南大谷小学校 

― 

新校舎：町田第六小学校 ２０３５～ 0人 ― ― ― ― ― 

６ 
相原小学校と 

大戸小学校の 

統合 

仮校舎：相原小学校 

新校舎：相原小学校 
２０３７～ 

大戸小学校学区の地域 
１００人程度 

✕ 
（対象児童多） 

○ ― ― ― 

相原坂下周辺から 
久保ヶ谷戸トンネルにかけての地域 

３５人程度 

✕ 
（対象児童多） 

〇 ― ― ― 
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 地 区 学校位置 通学期間 

 ２０２４年１０月時点の通学等負担軽減策のシミュレーション結果 

通学距離が２ｋｍを超える 

児童・生徒数 
路線バス通学 

の可能性 
スクールバス通学 

の可能性 
スクールタクシー 
通学の可能性 

学区外通学制度の 
活用の可能性 

自転車通学 

の可能性 

７ 
薬師中学校と 

金井中学校の 

統合 

仮校舎：薬師中学校 ２０２８～２０３０ 
現在の金井中学校学区の 

金井ヶ丘三～五丁目周辺の地域 
３００人程度 

✕ 
（対象生徒多） 

○ ― 
○ 

鶴川第二中学校 
○ 

新校舎：金井中学校 ２０３１～ 
薬師ヶ丘自治会区域の一部の地域 

３０人程度 
✕ 

（路線バスなし） 
― ○ ― ○ 

８ 
町田第三中学校と 

山崎中学校の 

統合 
新校舎：（旧）本町田小学校 

２０３３～ 

山崎中学校周辺から 

鶴見川にかけての地域 
85人程度 

✕ 
（対象生徒多） 

○ ― ― ○ 

都立町田高校、南大谷周辺地域 
15人程度 

〇 ― ― ― ― 

２０３６～ 
忠生公園通り以北周辺にかけての地

域 100人程度 
✕ 

（対象生徒多） 
○ ― 

〇 
忠生中学校 

○ 

時期未定 
薬師・金井統合新設中学校学区 
における藤の台三丁目の地域 

5人程度 
〇 ― ― ― ― 

９ 
鶴川第二中学校と 

真光寺中学校の 

統合 

仮校舎：鶴川第二中学校 

新校舎：鶴川第二中学校 
2034～ 

真光寺中学校学区北部周辺の地域 
６５人程度 

〇 ― ― ― ― 

三輪町・三輪緑山周辺の地域 
２４５人程度 

✕ 
（路線バスなし） 

○ ― ― ○ 

１０ 
堺中学校と 

武蔵岡中学校の 

統合 

仮校舎：堺中学校 

新校舎：堺中学校 
２０３７～ 

武蔵岡中学校学区の地域 
１１０人程度 

✕ 
（対象生徒多） 

○ ― ― ○ 

小山ヶ丘小学校周辺から 

小山白山公園にかけての地域 
２００人程度 

✕ 
（対象生徒多） 

○ ― ― ○ 
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 スクールバス、スクールタクシーの運行手法については、交通事業者等とのヒアリングの結果、下記の担い手が想定さ

れる。２０２４年１０月時点の児童・生徒分布のシミュレーション結果では、スクールバス運行地区（７地区）、ス

クールタクシー運行地区（３地区）と運行地区が多いことから、計画的に担い手の確保に向けた事業者調整を進め

ていく必要があります。 

 また、直営運行となった場合の必要な職員採用については、スクールバス運行状況の検証や運行ノウハウの蓄積を

行った結果を踏まえて、採用方針などを研究していきます。 

 

交通手段 想定される担い手 

スクールバス バス事業者（委託）、市職員（直営） 

スクールタクシー タクシー事業者（委託） 
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